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２．出席議員は次のとおりである。（１１名）
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議会事務局長 深 浦 正 勝 君  書     記 坂 口 智 美 君
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開会 午前１０時００分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 起立、礼、おはようございます。

ただいまから平成２８年第４回南関町議会定例会を開会します。

定例会冒頭ではございますが、熊本地震における被害により犠牲となられた方々

に御冥福をお祈りし黙とうしたいと思います。よろしくお願いいたします。黙とう

始め。

［黙とう］

○議長（酒見 喬君） 黙とう終わります。御着席ください。

これから本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付のとおりです。

なお、７番議員、鶴地仁君から、会議規則第２条の規定により欠席届が提出され

ていますので御報告いたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（酒見 喬君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、８番議員、９番議員を

指名します。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２ 会期決定について

○議長（酒見 喬君） 日程第２、会期決定についてを議題にします。

お諮りします。本定例会の会期については、本日から６月１６日までの３日間に

したいと思います。御異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（酒見 喬君） 異議なしと認めます。

したがって、本定例会の会期は本日から６月１６日までの３日間とすることに決

定しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第３ 諸般の報告について

○議長（酒見 喬君） 日程第３、諸般の報告を行います。

報告の第１点は、平成２８年度町村議会議長・副議長研修会についてです。本研

修会は、去る５月３０日から３１日にかけて、東京の中野サンプラザにて開催され

ました。１日目は、山梨学院大学教授の江藤俊昭氏による「地方議会の役割と改革

の行方」と題した講演と発表２件がありました。２日目は、フリーキャスター伊藤
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聡子氏による「地域経済の活性化が日本の元気を取り戻す」、読売新聞特別編集委

員の橋本五郎氏による「今後の政局・政治の動きを読む」と題した講演が行われま

した。詳細については、資料を事務局に備えてありますので、これを省略します。

報告の第２点は、例月出納検査報告についてです。本件については、南関町監査

委員に関する条例第１０条の規定によって、監査委員大木敏晴君、打越潤一君より、

平成２８年２月分、３月分、４月分、平成２８年度４月分の出納検査結果について

報告がなされています。内容については、その写しをお手元に配付していますので、

これを省略します。

報告の第３点は、委員会報告についてです。文教厚生常任委員会委員長より、委

員会報告が提出されていますので、報告を求めます。

文教厚生常任委員会副委員長、境田敏高君。

○文教厚生常任副委員長（境田敏高君） おはようございます。委員会調査報告をいた

します。

南関町議会議長 酒見 喬様

平成２８年６月１４日

文教厚生常任委員長 鶴地 仁

本委員会で行いました所管事務調査事件について、調査の結果を下記の通り、会

議規則第７７条の既定により報告します。

１．調査事件 南関町の保育の現状について

２．期 日 平成２８年４月２８日

３．方 法 南関町福祉課（北原宏春課長、岡村辰徳課長補佐、古閑浩子係長)

より現状について説明を受ける。

４．調査の概要

当町では小学校の校区ごとに４つの町立の保育所があったが、平成２２年９

月のこどもの丘保育園の開園に伴い、第２～４保育園が同園に統合され、平成

２５年４月には第１保育園が加わり、町立保育所のすべてがこどもの丘保育園

に統合されたところである。

しかし、予測を誤り、対策不十分のまま進められたことにより、１１人の待

機児童を招く結果となってしまった。保育士の確保、施設の増設等による対応

がなされたため、現在では待機者の発生もなく平穏に保育がなされている状況

ではある。

一方、認可外保育園であった文化幼児園についても対応の１つとして認可に

向けた支援が行われ、本年４月１日より認定保育園として開園されたところで

ある。
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係る状況下、国内各地では、特に都市部での待機者の問題が大きく取りざた

されていることから、本町において間違っても待機者の発生がないよう常に配

慮しておく必要があるとして、保育の現状について調査を行ったものである。

本町保育所の定員は、こどもの丘、南関ひまわり、文化幼児園、合わせて４

５０人に比し、現在の入所者は３２３人であるところから、十分余裕があるよ

うに見受けられるが、幼児の年齢別内訳、入所人数の過去５年間の推移等を見

てみると、一段と保育ニーズの高まりを感じるものである。特に、０歳児と１

歳児の保育実施率の変化を見ると、平成２３年度にはそれぞれ１６.１％、５

７.１％であったものが、平成２７年度には２６.５％、７８.５％と大きく上

昇している。女性の社会進出、核家族化、生活環境の変化により、一段と保育

ニーズが高まってきていることの証左である。

当町では誕生祝い金、医療費助成、保育料助成、チャイルドシート購入助成

など、多様な補助事業を実施されているが、人口減少が続く中、子どもを生み、

育てやすい環境整備は最重要課題である。保育ニーズを的確につかみ、予測し、

１人の待機者も発生することのないよう、余裕を持った運営がなされることを

望むものである。

なお、保育料、保育所入所選考基準、保育の実績・推移については別紙のと

おりである。

以上、報告します。

○議長（酒見 喬君） 報告の第４点は、委員会報告についてです。総務産業常任委員

会委員長より、委員会研修報告書が提出されていますので、報告を求めます。

総務産業常任委員長、立山秀喜君。

○総務産業常任委員長（立山秀喜君） 総務産業常任委員会研修報告書。

南関町議会議長 酒見 喬様

総務産業常任委員長 立山秀喜

日 時 平成２８年４月１２日 午前１０時から

場 所 原農園アンテナショップ（福岡県春日市）外

出 席 者 立山秀喜、立山比呂志副委員長、田口浩委員、山口純子委員

杉村博明委員、橋永芳政委員、西田経済課長、深浦事務局長

議題及び経過

原農園アンテナショップ、バンブーフロンティア進捗状況視察

① 福岡県春日の原農園販売所を視察

２００メートル範囲内に７,０００戸の住宅があり、購買力は十分ある。ま

た、店員については地元より６名採用しており、口コミでも広がっている。
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野菜、加工品は南関町の物産、地元産を販売している。開店より３年経過し

て客層は既に定着している。そこで南関町のＰＲパンフを一角に展示しても

らう。

② バンブーフロンティアの敷地を確認（大木総務課長、雪野副町長）

既に造成は終わりに近く、機材の搬入が一部終わっている。しかし、道路

の整備が遅れている。計画に対して遅れているのが気掛かりである。

③ その他、大津山公園のトイレの状況を確認

状況は改善されている。トイレの横の排水地が空いているので危険なので

ガードレールの設置を要望した。次回、補正予算での計上を勧めた。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ここで、町長からの挨拶の申し出があっていますので、これを

許します。町長。

○町長（佐藤安彦君） 皆さま、改めましておはようございます。

平成２８年第４回南関町議会定例会の開会において、平成２８年度補正予算案、

その他諸議案の御審議をお願いするにあたり一言御挨拶を申し上げ、議員の皆さま

並びに町民の皆さまに一層の御理解と御協力をお願い申し上げる次第であります。

平成２８年４月に熊本地方で発生した地震により、広い地域で想像もできないよ

うな様々な被害が発生しております。まずは、亡くなられた方の御冥福をお祈りい

たしますとともに、被災された多くの方々に心からお見舞い申し上げます。また、

救援や復旧支援などの活動に御尽力いただいている皆さま方に深く敬意を表しま

すとともに、復旧が一日でも早く進みますことをお祈り申し上げます。

南関町においては、４月１４日、午後９時２６分の震度４の地震発生後、午後１

０時１５分に災害対策本部を設置し、職員２０人を配置しての警戒態勢をとるとと

もに、避難所４カ所の開設を行いました。また、４月１６日、午前１時２５分に発

生した震度５弱の地震に対しては、１時３０分に災害対策本部を設置して、延べ８

３人の職員を配置しての警戒態勢、福祉避難所を含む避難所９カ所の開設、要支援

者の避難支援、安否の確認などを行ったところであります。この中では、町消防団、

自主防災組織、民生児童委員、その他たくさんの組織や団体、地域の皆様方の御支

援と御協力があったことを報告いたしますとともに、改めて厚くお礼を申し上げま

す。

本町では、幸いなことに、特に大きな被害には至らなかったものの、今後は予想

される梅雨時期の集中豪雨や台風など、いつどこで発生するかは分からない災害に

対応するために、自主防災組織との連携による防災訓練の開催や、総合的な地域防

災力の充実、啓発活動の強化を図っていきたいと考えております。また、昨日は、



－ 9 －

町の防災に関わるすべての関係機関の皆様の御出席のもとに、平成２８年度の南関

町防災会議を開催し、これからの対策等を協議したところであります。

さて、国においては、国民の生活に大きく影響する消費税に関する基本方針の転

換が発表されました。来年の４月に予定されていた消費増税を２年半後に先送りす

ることになりましたが、一時的には負担が軽くなるような気はしますが、増税再延

期がもたらす社会保障への影響などを考えると、決して安心はできないような状況

であります。

税率を１０％に上げることで、低所得年金受給者への給付金の充実や子育て支援、

保育士や介護士の待遇改善などが期待されておりましたが、国と地方の借金が１,

０００兆円を超え、先進国で最悪の水準であることからも、現在の国の財政事情、

また現状の税率のままでは困難なのではないかと思います。

このような中で、町の１億総活躍社会の実現に向けての地方創生の取り組みとし

ては、「南関町人口ビジョン」や「南関町まち・ひと・しごと創生総合戦略」と併

せ、総合振興計画や過疎地域自立促進計画を策定して、町の将来を見据えてのまち

づくりを進めており、４月からは、第２期「住んでよかったプロジェクト推進事業」

も再スタートしました。これまで以上に、町民の皆様方に住んでよかったと思って

いただけるような、誇れる協働のまちづくりに取り組んでいきたいと考えておりま

す。

また、町では、地方創生の加速化交付金を活用して、民間の方が中心となった「ふ

るさと応援団事業」が開始されましたが、本事業は南関町の農産物、特産品の通販

を中心に、町の定住・観光情報なども含めて、全国に発信する「ふるさと納税」に

も直接繋がる事業として、大きな期待をしているところでありますので、町をあげ

て盛り上げていければと思っております。

町の明るい話題としては、平成２７年度に調印いたしました町内誘致企業の大型

増設工事が順調に進んでおりまして、冨士ダイス、エイティー九州、荏原製作所の

３社が計画どおり、年内に完成するというお話を伺っており、産業の振興、新たな

雇用の創出に繋がるものと期待するとともに、今後もしっかりとした支援を続けて

いきたいと考えております。

また、熊本地震の影響で、設立総会を延期されておりましたバンブーフロンティ

ア株式会社についても、６月末に開催されることになり、既に工場用地の売買契約

も締結され、これからの工場建設などの計画を順調に進めていただくとともに、町

内各地域での説明会を早期に実施していただけるようにお願いしていきたいと思

います。

もう１社だけ企業の紹介をさせていただきますが、今朝の６時４６分頃からＮＨ
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Ｋで全国放送されました「まちかど情報室」では、生活に役立つグッズやサービス

を紹介しているコーナーとして、関外目のプラトムの親会社である株式会社モロフ

ジの「キャッチバッグ」が紹介されました。「キャッチバッグ」は、ビニール袋と

カップホルダーが一体となったモロフジオリジナルの商品で、プラトムで製造され

ております。飲み物を入れる際の時間を最小限に抑えることができる優れた商品と

して、国際特許も出願されており、全国や全世界のコンビニ等でも利用されること

になるのではないかと期待しているところでございます。今日は、テレビで紹介さ

れたものをこっちに持ってきております。後ほど確認いただければと思います。

長年の課題の１つでもありました老人ホーム延寿荘の民営化につきましては、４

月１日より社会福祉法人「三加和福祉会」に引き継ぐことができましたので、今後

とも、入所者の皆さんが安心して暮らしていただけるように、町としても関わって

いきたいと考えております。

今後、町の一番大きな問題・課題になると考えられる役場庁舎、公民館の建て替

え・改築については、南関高校の閉校跡地活用などにも関連するとは思いますが、

早急に庁舎検討委員会を設置するとともに、住民説明会等を開催し、町民の皆様の

御意見や御要望を伺った上で、方向性を決定していきたいと考えておりますので、

議員の皆様の御理解と御支援を賜りますようよろしくお願いいたします。

以上、現在の状況等も含めてお話をさせていただきましたが、今回の議案の提案

につきましては、繰越明許費の繰越報告についてが１件、専決処分の報告及び承認

を求めることについてが５件、平成２８年度一般会計補正予算のほか、各特別会計

の補正予算が２件、定住自立圏形成協定の締結についてが１件を提案しております。

特に、一般会計補正予算は、介護保険費の地域介護・福祉空間整備補助金８１６

万２,０００円、観光費の旧石井邸（白秋生家）購入費１,９９８万３,０００円と、

地域振興対策費の道路改良委託料２億２,３０８万円、住宅管理費の長寿命化型改

善工事として６,０００万円などを増額するとともに、社会資本整備総合交付金事

業の改良舗装工事４,０５０万５,０００円を減額し、一般会計の総額を６２億９１

３万７,０００円としているところであります。

御審議の上、御承認を賜わりますようお願い申し上げまして、定例会の開会にあ

たっての御挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） お諮りします。

日程第４、報告第１号から日程第１３、議案第６０号までの議案を一括上程し、

提案理由の説明を求めたいと思いますが、御異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（酒見 喬君） 異議なしと認めます。
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したがって、日程第４、報告第１号から日程第１３、議案第６０号までの議案を

一括上程することに決定しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第 ４ 報告第 １号 繰越明許費の繰越報告について（南関町一般会計）

日程第 ５ 議案第５２号 専決処分の報告及び承認を求めることについて

（南関町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正す

る条例の一部を改正する条例）

日程第 ６ 議案第５３号 専決処分の報告及び承認を求めることについて

（南関町税条例等の一部を改正する条例）

日程第 ７ 議案第５４号 専決処分の報告及び承認を求めることについて

（南関町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

日程第 ８ 議案第５５号 専決処分の報告及び承認を求めることについて

（平成２７年度南関町一般会計補正予算（第７号））

日程第 ９ 議案第５６号 専決処分の報告及び承認を求めることについて

（平成２７年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計補

正予算（第３号））

日程第１０ 議案第５７号 平成２８年度南関町一般会計補正予算（第１号）につい

て

日程第１１ 議案第５８号 平成２８年度南関町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）について

日程第１２ 議案第５９号 平成２８年度南関町公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）について

日程第１３ 議案第６０号 定住自立圏形成協定の締結について

○議長（酒見 喬君） 議案はお手元に配付してあります。

議案名を事務局長に朗読させますので、確認してください。

事務局長。

○議会事務局長（深浦正勝君） ［議案名朗読］

○議長（酒見 喬君） 配付漏れ等はございませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（酒見 喬君） 配付漏れなしと認めます。

それでは、ただいまから提案理由の説明を求めます。

担当職員は、順次説明をしてください。

総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 報告第１号、繰越明許費の繰越報告について御説明を申し
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上げます。

平成２７年度南関町一般会計歳出予算の経費を平成２８年度に繰り越しましたの

で、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告いたします。

次ページの繰越計算書により、事業名と繰越額について御説明いたします。

２款総務費は、１項総務管理費の情報セキュリティ強化対策事業１,２５６万８,

０００円を繰り越しております。国の補助事業、地方公共団体情報セキュリティ強

化対策事業で、委託料でございます。同じく、地方創生加速化事業３,４３３万６,

０００円を繰り越しております。国の交付金事業、地方創生加速化交付金事業で、

南関町ふるさと応援団支援事業助成金でございます。

３款民生費は、２項児童福祉費の児童福祉事業３０万５,０００円を繰り越してお

ります。国の補助事業で、電算システム改修委託料でございます。

５款農林水産業費、１項農業費の人・農地問題解決推進事業３００万円を繰り越

しております。同じく新幹線渇水対策受託事業４６１万８,０００円を繰り越して

おります。

７款土木費は、２項道路橋梁費２億２,９１９万３,０００円を繰り越しておりま

す。

以上、報告いたします。

続きまして、議案第５２号、専決処分の報告及び承認を求めることについて御説

明を申し上げます。

今回、専決をいたしましたのは、南関町固定資産評価審査委員会条例の一部を改

正する条例の一部をする条例でございます。平成２８年４月１日に施行されました

行政不服審査法の見直しに伴い、３月議会で固定資産評価審査委員会の条例を一部

改正する条例で承認を得たところでございますが、附則の部分で更に改正する必要

が出てまいりましたので、追加して改正を行ったものでございます。

内容としましては、附則第２項を改正しておりまして、平成２８年度以降の年度

分の固定資産税に係る固定資産について、固定資産課税台帳に登録された価格に係

る審査の申し出を平成２８年４月１日以降に地方税法第４１１条第２項の規定に

よる公示、若しくは同法第４１９条第３項の規定による公示、又は同法第４１７条

第１項後段の規定による通知がされ場合に改め、平成２７年度までの固定資産税に

係る固定資産税について、固定資産課税台帳に登録された価格に係る審査の申し出

を、同日前に公示等がされた場合に改めるものでございます。

附則として、この条例は平成２８年４月１日から施行するといたしております。

以上で御説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申

し上げます。
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○議長（酒見 喬君） 税務住民課長。

○税務住民課長（菅原 力君） おはようございます。

第５３号議案、専決処分の報告及び承認を求めることについて。南関町税条例等

の一部を改正する条例を、地方自治法第１７９条第１項の規定によって、別紙のと

おり専決処分しましたので、同条第３項の規定により、普通地方公共団体の長はこ

れを報告し、承認を求めなければならないとなっておりますので提案するものでご

ざいます。

専決第４号、南関町税条例等の一部を改正する条例の制定について、提案の理由

及び内容の説明をいたします。地方税法等の一部を改正する法律が平成２８年３月

３１日に交付され、原則として平成２８年４月１日から施行されました。これに伴

いまして、本条例も改正したものでございます。

今回の改正の主立ったものとしましては、まず個人・法人の町民税の納期限後に

納付し、また納入する税金又は納入金に係る延滞金の計算について、延滞金の計算

期間から一定の期間を控除して計算するという、延滞金計算の特例措置の改正でご

ざいます。また、法人町民税の法人税割の税率の改正で、１００分の９.７から１

００分の６.６とするものです。この税率につきましては、標準税率を採用してお

ります。

次に、軽自動車税につきまして、自動車取得税が廃止され環境性能割が創設され

ることと、軽自動車税が種別割に名称変更されることに伴う改正でございます。ま

た、種別割のグリーン化特例経過措置でございますが、これが１年延長の改正も併

せて行われております。

そのほかわがまち特例ということで、新たに８項目を追加しております。このわ

がまち特例というのは、固定資産、主に償却資産でございますが、その所有者の申

請に基づき課税標準額をそれぞれの市町村で条例に定めた割合で斟酌できるとい

うものでございます。

以上が今回の主立った改正内容でございます。

それでは、条例案について説明いたします。今回の改正は、第１条の南関町税条

例の一部改正と、第２条、第３条の南関町税条例等の一部を改正する条例の一部改

正となっております。

まず、議案書１ページをお開きください。改正文の４行目、第１９条各号列記以

外の部分中から４ページ９行目までの部分が延滞金の計算に関する特例措置の内

容でございます。この中には１ページ中段下に第３４条の４として、先ほど申し上

げました法人町民税の法人税割についての改正内容も含まれております。

次に、５ページ中段の第８１条の２から、６ページの第８１条の８までが自動車
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取得税に代わる環境性能割が創設されたことにより、新しく条文を追加した内容で

ございます。

次の第８２条から、８ページ中段の第９１条第２項中までは、軽自動車税が種別

割に名称を変更することとなったことに伴う改正内容でございます。

次に、８ページ下から８行目の附則第１０条の２第２項から９ページ中段にかけ

てがわがまち特例に関する改正でございます。南関町では、現在、下水道除外施設

とノンフロン製品に関してわがまち特例を定めておりますが、今回新しく８項目を

追加したものでございます。内容は、第１項から第３項として公害防止用施設を、

第６項から第１０項で再生可能エネルギー発電設備について規定したものでござ

います。

次に、同じく９ページの第１５条の２から１０ページの第１５条の６までは、軽

自動車税の環境性能割が新設されたことによる改正内容で、内容的には県が賦課徴

収を行う、それから町が徴収取扱費を県に交付する、税率が３段階になるなどの内

容でございます。

次に、１０ページの附則第１６条では、軽自動車税の種別割のグリーン化特例経

過措置が１年延長されたことに伴う改正内容でございます。

また、１１ページ、下から５行目からの第２条及び１３ページ中段からの第３条

につきましては、平成２６年、平成２７年に改正しておりました内容につきまして、

今回の改正に伴い所要の規定の整備を行ったものであります。

最後に、１４ページからの附則としまして、第１条では原則、平成２８年４月１

日の施行日となっておりますが、それ以外の施行期日につきまして規定していると

ころであります。

また、第２条から第４条につきましては、それぞれの税目ごとの経過措置につい

て規定しているところでございます。

以上で、南関町税条例等の一部を改正する条例の制定についての説明を終わりま

す。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

続きまして、第５４号議案、専決処分の報告及び承認を求めることについて。南

関町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を地方自治法第１７９条第１項の

規定によって、別紙のとおり専決処分しましたので、同条第３項の規定により普通

地方公共団体の長はこれを報告し、承認を求めなければならないとなっております

ので提案するものでございます。

専決第５号、南関町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、

提案の理由及び内容の説明をいたします。今回の改正は、地方税法施行令の改正に

伴うもので、国民健康保険税条例関連では平成２７年度の税制改正と同様に限度額
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の見直しと軽減判定額の見直しが行われました。

内容としましては、医療費分、後期高齢者支援金等分に係る課税限度額をそれぞ

れ２万円引き上げて、全体で４万円の引き上げとなる改正と、国民健康保険税の軽

減措置について、５割軽減の対象となる世帯と２割軽減の対象となる世帯の軽減判

定所得の引き上げに伴う改正を行ったものでございます。

それでは、条例案について説明いたします。議案書をお開きください。

南関町条例第１５号で、南関町国民健康保険税条例の一部を改正する条例として

次のように改正したものでございます。第２条第２項但し書き中「５２万円」を「５

４万円」に改め、同条第３項但し書き中「１７万円」を「１９万円」に改めるもの

です。また、第２３条中においても「５２万円」を「５４万円」に、「１７万円」

を「１９万円」に改め、同条中の「２６万円」を「２６万５,０００円」に改め、

同条第３号中の「４７万円」を「４８万円」に改める改正を行ったものです。

次に、附則としまして第１条で施行期日は平成２８年４月１日、第２条で適用区

分として、この改正は平成２８年度分以後の年度分の国民健康保険税について適用

し、平成２７年度分までの国民健康保険税については、なお従前の令によるとした

ものでございます。

以上で、南関町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についての説明

を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 議案第５５号、専決処分の報告及び承認を求めることにつ

いて御説明を申し上げます。

地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２７年度南関町一般会計補正予

算（第７号）を平成２８年３月３１日に専決処分いたしましたので、同条第３項の

規定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。

内容につきましては、平成２７年度南関町一般会計補正予算書（第７号）で御説

明いたします。１ページをお開きください。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,１６０万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ５８億９,４９３万６,０００円といたしております。

２ページと３ページは、歳入についての補正額の一覧でございます。

次に、５ページにつきましては、繰越明許費の補正でございます。報告第１号で

報告いたしておりますが、３款の民生費の児童福祉費の３０万５,０００円と、５

款農林水産事業の新幹線渇水対策受託事業の４６１万８,０００円を追加いたして

おります。また、変更分としまして、２款、ここは修正をお願いしたいと思います。

２款「土木費」となっておりますが、「総務費」の誤りでございます。申し訳ござ
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いません。御訂正方をお願いいたします。２款総務費の地方創生加速化事業を２,

１２１万円減額し、５款農林水産業費の担い手確保経営強化支援事業を１,０４２

万５,０００円減額し、７款土木費の道路新設改良事業に６８１万１,０００円を追

加しております。補正後の額は、こちらにありますとおりでございます。

６ページは、地方債の補正でございます。道路橋梁整備事業につきましては、２

２０万円を減額し、災害復旧事業につきましては２４０万円をそれぞれ限度額を減

額いたしております。

９ページからは歳入についての説明でございますが、ほとんどが歳入額の確定に

よるものでございます。

それから、１２ページからは歳出についての御説明でございますが、ほとんどが

事業費の確定、又は財源の組み替えによるものでございます。

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し

上げます。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 第５６号議案、専決処分の報告及び承認を求めることにつ

いて御説明申し上げます。

地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙南関町専決（第２号）のとおり

専決処分を行いましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し、御承認を求め

るものでございます。

平成２７年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算書（第３号）をお願い

いたします。今回の補正につきましては、平成２７年度の国庫補助金の額の変更及

び国庫補助金の額の変更に伴う起債限度額の変更による財源の組み替えでござい

ます。

予算書の２ページをお願いいたします。歳入でございます。

３款国庫支出金、１項国庫補助金を１８４万９,０００円増額して１,２７０万１,

０００円とし、５款繰入金、１項一般会計繰入金を７０５万１,０００円増額して

３,４４８万１,０００円とし、８款町債、１項町債を８９０万円減額して１,６８

０万円とするものでございます。

３ページは、歳出でございます。歳入に財源組替えのみで金額の変更はございま

せん。

４ページをお願いいたします。第２表地方債の補正でございます。浄化槽推進事

業のための起債の限度額を１,６８０万円とし、８９０万円を減額するものでござ

います。

以上、報告いたします。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上
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げます。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 議案第５７号、平成２８年度南関町一般会計補正予算（第

１号）について御説明申し上げます。

１ページをお開きください。

歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２億９,０４１万９,０００円を追加し

て、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６２億９１３万７,０００円とするも

のでございます。

２ページをお開きください。歳入でございます。

１４款国庫支出金は、１項国庫負担金に１１３万２,０００円を追加して３億９,

７７１万７,０００円とし、２項国庫補助金に１億３,５３７万３,０００円を追加

して５億３,７３６万円とし、３項国庫委託金に３４２万２,０００円を追加して６

８３万９,０００円とするものでございます。

１５款県支出金は、２項県補助金に１３万２,０００円を追加して１億８,６５２

万９,０００円とし、３項県委託金に８６万円を追加して２,２４３万５,０００円

とするものでございます。

１８款繰入金は、１項基金繰入金に４,０００万円を追加して４億６,２０３万７,

０００円とするものでございます。

２１款町債は、１項町債に１億９５０万円を追加して７億６,４１０万円とするも

のでございます。

歳入合計の５９億１,８７１万８,０００円に２億９,０４１万９,０００円を追加

して６２億９１３万７,０００円とするものでございます。

３ページをお開きください。歳出でございます。

２款総務費は、１項総務管理費に１８９万１,０００円を追加して７億４,１９７

万４,０００円とし、２項徴税費に１万２,０００円を追加して１億１,１９１万６,

０００円とし、３項戸籍住民基本台帳費に３０８万４,０００円を追加して２,８１

３万２,０００円とし、４項選挙費に４１万円を追加して１,４７７万１,０００円

とするものでございます。

３款民生費は、１項社会福祉費に８８５万６,０００円を追加して１２億９,１４

０万２,０００円とするものでございます。

４款衛生費は、１項保健衛生費に１０７万７,０００円を追加して２億５,０７０

万６,０００円とし、３項水道費に６万１,０００円を追加して５３９万円とするも

のでございます。

５款農林水産業費は、１項農業費に１３万７,０００円を追加して２億６,３５２
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万３,０００円とするものでございます。

６款商工費は、１項商工費に２,１３３万５,０００円を追加して１億２,４７８万

９,０００円とするものでございます。

７款土木費は、１項土木管理費に２３万３,０００円を追加して８,４１７万６,

０００円とし、２項道路橋梁費に１億７,７１３万４,０００円を追加して７億９,

７２１万２,０００円とし、４項住宅費に６,１５６万円を追加して１億３,６７２

万円とし、５項下水道費に４３万４,０００円を追加して１億１,１４９万５,００

０円とするものでございます。

８款消防費に９７万円を追加して２億２,５２４万１,０００円とするものでござ

います。

９款教育費は、１項教育総務費に４５万円を追加して４,４９２万４,０００円と

し、２項小学校費に９５万２,０００円を追加して１億９,０２８万３,０００円と

し、３項中学校費には５６万円を追加して４,８８２万６,０００円とし、４項社会

教育費には３４２万５,０００円を追加して１億１,２２３万９,０００円とし、次

ページをお開きください。５項保健体育費には３０９万６,０００円追加して６,１

７８万円とするものでございます。

１０款災害復旧費は、２項公共土木施設災害復旧費に１６９万９,０００円を追加

して１,１７０万円といたしております。

それから、１２款予備費は３０４万３,０００円を追加して１,０１８万９,０００

円とするものでございます。

歳出合計の５９億１,８７１万８,０００円に２億９,０４１万９,０００円を追加

して、６２億９１３万７,０００円とするものでございます。

５ページは、地方債の補正でございます。災害復旧事業を限度額５０万円として

追加をいたしております。また、変更といたしまして、道路橋梁整備事業に７,６

９０万円を追加し、限度額を３億４,９６０万円としております。それから、公営

住宅整備事業に３,２１０万円を追加して４,９７０万円としております。小学校整

備事業は補正前の金額が５６３万円となっておりますが、当初予算で誤っておりま

した。これにつきましては補正後の８,６９０万円が本来の数字でございます。申

し訳ございません。訂正方をお願いします。訂正方じゃありません。これはここで

額の補正をさせていただきます。

続きまして、８ページをお開きください。これからは歳入の内訳でございます。

１４款国庫支出金、１項国庫負担金、３目災害復旧費国庫負担金は、熊本地震に

よる公共土木災害復旧国庫負担金１１３万２,０００円の追加でございます。

同じく、国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金は、個人番号カー
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ド交付事業費補助金２３６万９,０００円の追加、２目民生費国庫補助金は、地域

介護福祉空間整備等施設整備交付金８１６万２,０００円の追加、４目土木費国庫

補助金は、社会資本整備総合交付金９,７８８万３,０００円の追加で、いずれも交

付決定によるものでございます。

同じく、国庫支出金、３項国庫委託金、３目教育費国庫委託金は、運動部活動指

導の工夫改善支援事業委託金３４２万２,０００円の追加で、これも交付決定によ

るものでございます。

１５款県支出金、２項県補助金、４目農林水産業費県補助金は、農地利用最適化

交付金１３万２,０００円の追加で、交付決定によるものでございます。

同じく、県支出金、３項県委託金、１目総務費県委託金は、参議院議員通常選挙

費県委託金４１万円の追加でございます。７目の教育費県委託金は、企業体験推進

事業委託金４５万円の追加で、交付決定によるものでございます。

１８款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金は、財源を補うもので

４,０００万円を追加するものでございます。

２１款町債、１項町債、３目土木債は、１節の道路橋梁債に７,６９０万円を追加

し、２節の住宅債に３,２１０万円を追加するもので、７目災害復旧費は２節公共

土木施設災害復旧費債に５０万円を追加するものでございます。

１０ページからは歳出の内訳でございます。歳出は主なものについて御説明いた

します。次の１１ページを御覧ください。

２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費の１９節負担金

補助及び交付金は、通知カード個人番号事務負担金として２４５万８,０００円を

追加することといたしております。

１２ページの３款民生費、１項社会福祉費、１２目介護保険費、１９節負担金補

助及び交付金は、地域介護福祉空間整備補助金として８１６万２,０００円を追加

するものでございます。

４款衛生費、１項保健衛生費、８目火葬場管理費、１３節委託料は、せきすい斎

苑耐震化調査委託料として１０６万９,０００円を追加するものでございます。

１３ページの６款商工費、１項商工費、３目観光費、１３節委託料と１７節公有

財産購入費は、北原白秋の母の里であります旧石井家を観光拠点として活用するた

めに購入することに伴い、それぞれ８６万９,０００円、１,９９８万３,０００円

を追加するものでございます。

７款土木費、２項道路橋梁費、３目道路新設改良費、１３節委託料は、道路改良

事業委託料に２億２,３０８万円を追加することとしております。また、１５節工

事請負費は、４,４４５万３,０００円を減額するこことしております。社会資本整
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備総合交付金の交付決定による追加減額でございます。

１４ページの７款土木費、４項住宅費、１目住宅管理費は、１５節工事請負費に

６,０００万円を追加するもので、交付金の交付決定によるものでございます。町

営住宅の長寿命化型改善工事で、高久野団地、柴尾団地の外壁等の工事を行うこと

といたしております。

１５ページの９款教育費、４項社会教育費、１２目の運動部活動指導の工夫改善

指導事業は、目全体で３４２万５,０００円を追加するもので、国からの委託事業

として行うものでございます。

１６ページの９款教育費、５項保健体育費、１目保健体育総務費は、２３節償還

金利子及び割引料に２００万円を追加するもので、関所マラソン大会の中止に伴う

参加料の返還金でございます。

１２款予備費は、３０４万３,０００円を追加するものでございます。

以上で御説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申

し上げます。

○議長（酒見 喬君） 説明の途中ですが、ここで１０分間休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午前１１時００分

再開 午前１１時１１分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

説明の途中でしたので、説明を行ってください。福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 第５８号議案、平成２８年度南関町国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）につきまして御説明を申し上げます。

１ページをお願いいたします。

歳入歳出予算総額に歳入歳出それぞれ４４万１,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１５億９,３１９万７,０００円とするものでございま

す。

２ページをお願いいたします。歳入でございます。

３款国庫支出金、２項国庫補助金３８万３,０００円を追加し、１億５,７７４万

５,０００円とするものでございます。

６款２項県補助金５万８,０００円を追加し７,６９４万９,０００円とし、歳入合

計補正額４４万１,０００円を追加し、歳入合計１５億９,３１９万７,０００円と

するものでございます。

３ページをお願いいたします。歳出でございます。
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１款総務費、１項総務管理費３８万３,０００円を追加し、５９４万９,０００円

とするものでございます。

８款保健事業費、２項保健事業費５万８,０００円を追加し８３５万５,０００円

とし、歳出合計補正額４４万１,０００円を追加し、歳出合計１５億９,３１９万７,

０００円とするものでございます。

６ページをお願いいたします。歳入の内容説明でございます。

３款２項７目国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金、１節国民健康保険制

度関係業務準備事業費補助金３８万３,０００円を追加するものでございます。

６款２項１目財政調整交付金、２節特別調整交付金５万８,０００円を追加するも

ので、歳出にございますシステム開発保険者負担金の分でございます。

７ページをお願いいたします。歳出の内容説明でございます。

１款１項１目一般管理費、１３節委託料３８万３,０００円を追加するものでござ

います。これは電算システムの改修費でございます。

８款２項１目保健衛生普及費、１９節負担金補助及び交付金５万８,０００円を追

加するもので、システム開発に伴う保険者負担金でございます。

以上で説明を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 第５９号議案、平成２８年度南関町公共下水道事業特別会

計補正予算（第１号）につきまして御説明申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４３万４,０００円を追加して、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５,６６８万９,０００円とするものでござい

ます。

２ページをお願いします。歳入でございます。

２款繰入金、１項一般会計繰入金に４３万４,０００円を追加して１億１,１４９

万５,０００円とし、歳入総額を１億５,６６８万９,０００円とするものでござい

ます。

３ページをお願いします。歳出でございます。

２款事業費、１項公共下水道事業費に４３万４,０００円を追加して１,６６４万

１,０００円とし、歳出総額を１億５,６６８万９,０００円とするものでございま

す。

６ページをお願いします。歳入についての説明でございます。

２款繰入金、１項１目１節の一般会計繰入金に、歳出の補正に伴う４３万４,００
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０円を追加するものでございます。

７ページをお願いします。歳出でございます。

２款事業費、１項公共下水道事業費、１目公共下水道建設費、４節共済費に職員

救済組合負担金として４万４,０００円、１３節委託料に公共桝の追加に係る設計

業務委託料として３９万円を追加するものでございます。

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し

上げます。

○議長（酒見 喬君） まちづくり課長。

○まちづくり課長（坂田浩之君） 第６０号議案、定住自立圏形成協定の締結について

説明いたします。

提案理由は、定住自立圏形成協定を玉名市と締結するにあたり、地方自治法第９

６条第２項の規定による議会の議決に付するべき事件に関する条例第２条第１号

の規定により議会の議決を経る必要があるためでございます。なお、契約の相手方

であります玉名市においても６月定例議会に同文を提案されているところでござ

います。

それでは、次のページを御覧ください。

定住自立圏形成協定書。第１条に目的を規定しております。甲である玉名市及び、

乙である南関町の区域全体の住民福祉の向上及び地域振興を図るため、定住自立圏

を形成することを目的とすると定めております。

第２条が基本方針でございます。相互に役割を分担し、協調及び連携を図り、協

働し、又は補完し合うこととしております。

第３条に連携する政策分野等を規定しております。括弧の１号、生活機能の強化

に関わる政策分野、めくっていただき別表第１を御覧ください。１の医療について

の取組事項としましては、乳幼児健診に従事する専門員の確保と健診の質の向上、

予防接種業務の連携でございます。２の福祉についての取組事項としましては、子

育て環境の充実、地域包括ケアの充実でございます。

次のページを御覧ください。３の教育についての取組事項につきましては、圏域

内の図書館の相互利用でございます。４の産業振興につきましての取組事項につき

ましては、新規就農希望者への支援、農林水産業に被害を及ぼす有害鳥獣の捕獲及

び情報共有、圏域地場企業への就労支援でございます。５のその他についての取組

事項につきましては、消費生活相談窓口の体制整備でございます。

第３条にお戻りください。括弧の２号、結びつきやすいネットワークの強化に関

わる政策分野、３枚めくっていただき別表２を御覧ください。１の交通インフラの

整備についての取組事項につきましては、有明沿岸道路の早期整備促進、広域の道



－ 2 3 －

路整備促進でございます。２の地域公共交通についての取組事項につきましては、

公共交通の維持、利便性向上及び活性化でございます。３の圏域外の住民との交流

及び移住の促進についての取組事項としましては、移住・定住の促進、空き家バン

ク制度等の圏域活用でございます。４の観光等の推進につきましての取組事項とし

ましては、着地型プログラムの形成でございます。

再度、３条にお戻りください。括弧の３号、圏域マネジメント能力の強化に関わ

る政策分野、４枚めくっていただき、別表３を御覧ください。１の圏域内における

人材育成についての取組事項につきましては、自治体職員合同研修会の実施でござ

います。２のその他についての取組事項につきましては、行政不服審査における審

査請求に関わる第三者機関の共同設置に向けた調査研究事業でございます。

戻っていただき、第４条を御覧ください。第４条に事務執行の費用負担を規定し

ております。２項に人員の確保及び費用の負担について、相互の受益の程度を勘案

し、その都度甲乙協議の上定めるものとしております。

第５条が協定の変更でございます。この協定を変更しようとするときは、あらか

じめ甲及び乙の議会の議決を経た上でこれを定めるものとしております。

第６条が協定の廃止でございます。これは第５条と同様、あらかじめ甲及び乙の

議会の議決を経た上で、その旨を他方に通知するものとしております。第２項に通

知の方法、第３項に効力の失効日を規定しております。

次のページを御覧ください。第７条が協議でございます。この協定に定める事項

について疑義が生じたときは、甲乙協議の上、定めるものと規定しております。

以上で説明を終わります。御審議の上、承認いただきますようよろしくお願いい

たします。

○議長（酒見 喬君） 以上で、一括上程議案の提案理由の説明を終了しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１４ 一般質問

○議長（酒見 喬君） 日程第１４、一般質問を行います。

発言の通告があっていますので、順次質問を許します。

９番議員の質問を許します。９番議員。

○９番議員（山口純子君） 皆さま、こんにちは。９番の山口です。ただいまより一般

質問を行わせていただきます。

本日は、地震が発生しまして本当に２カ月になってしまいました。冒頭、町長も

挨拶の中で、本当にまだまだ復旧・復興ができないということもおっしゃいました

けど、私は今回は熊本地震の教訓による災害対策について質問いたします。

本当に前震に続き、本震はすごかったんですけど、私もすぐ町長のほうに電話し



－ 2 4 －

ましたら、もう本当に迅速な対応をしていただきまして、子どもたちも本当に安心

な避難をすることができました。それに前例のない事態でありまして、このたびの

地震で犠牲になられた方の冥福をお祈りするとともに、被災された皆さま方には本

当に心からお見舞い申し上げます。

当町は大きな被害はなかったものの、今なお続きます余震は、今日の新聞におき

ましては１,７３３回を数えています。また、６,４００人の方が避難所生活を送ら

れております。本当に生活の拠点を失いましておびえておられることと思います。

八代市でも先日は震度５の地震が発生しましたが、本当にいつおさまるか予想が立

ちません。早く復旧・復興をお祈りいたしまして、質問させていただきます。

１つ目として、想定外とされる今回の平成２８年熊本地震でありますが、地震の

対策はもとより、大雨、台風、それに伴う停電等、現実的な問題を再度検証しまし

て、初期対応が迅速に行われます必要があると思いますので、当町の災害発生時の

現状をお尋ねいたします。

次に２番目でありますが、白秋生家の今後の取り組みについてでございます。南

関町にとっては北原白秋は誇りであります。このたび、生家を２,０００万円ぐら

いの予算で購入することになりましたが、白秋については詩人・歌人であります。

生涯で作られたのは１,０００曲を超えられるそうです。校歌、応援歌はもとより、

山田耕筰さんとともに作曲されているのは、全国、東大から北海道とかを含めまし

て４７校歌があるということです。そのうち、誇りであります一小の校歌も北原白

秋さんの作詞、山田耕筰の作曲であります。童謡も有名な「ペチカ」、「雨降り」、「ゆ

りかごのうた」、「この道」、「城ヶ島の雨」などが、本当に名曲があります。私たち

の年代では知っておりますが、うちの娘に今朝聞きましたら「知らん」ということ

で、「曲は知ってる」ということだけど、北原白秋が作ったのかというとは、ほと

んど今若い子たちは知らないと思います。それで、やはり町民の方々の啓発はぜひ

必要と思います。

それでまた御質問ですけど、現在の進捗状況町民への啓発について、整備する段

階から町民の方々への偉業や作品等の啓発をする必要があると思います。その件に

ついてお尋ねします。その後の質問は自席にて行います。

○議長（酒見 喬君） ９番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） ９番、山口議員の熊本地震の教訓による災害対策についての御

質問にお答えいたします。

想定外とされる今回の熊本地震であるが、地震の対策はもとより、大雨、台風、

それに伴う停電等、現実的な問題を再度検証し、初期対応が迅速に行われる必要が

あると思うが、当町の災害発生時の現状を尋ねるとの御質問ですが、４月１４日午
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後９時２６分に発生しました、地震規模マグニチュード６.５、南関町における震

度が４の前震と、その２８時間後の１６日午前１時２５分に発生しました、地震規

模マグニチュード７.３、南関町における震度５弱の本震に伴う、熊本県における

被害は、関連死を含む死者６９人、負傷者１,５９６人、住家の全壊が７,１９４棟、

半壊が２万１,０８３棟、一部損壊が９万８,８１９棟となっております。

南関町においては、大きな人的被害はないものの、逃げる際、足にケガをされた

方が１名で、幸い大事には至らず、病院に行かれることもございませんでした。

建物に関しては、瓦の落下、壁の崩落等に関して罹災証明願いが出ており、現地

調査を終えたところでは、すべて一部損壊の判定となっております。

御質問の災害発生時の初期対応についてですが、町ではこのほど災害対策基本法

第４２条の規定に基づき、本町における防災対策の現況把握と災害時における応急

措置体制に関して必要な事項を定めた南関町地域防災計画を策定し、昨日開催しま

した町防災会議において、災害に対する予防計画、応急対策計画、復旧計画につい

て説明をしたところであります。

災害の予防、応急対策、復旧には、多くの方々の関係機関に御協力をいただかな

いとなし得ませんので、町の組織では、消防団、各行政区、行政機関では、国、県、

警察、消防本部、自衛隊、気象台、公共機関としては、ＮＴＴ、九州電力、高速道

路、社会福祉協議会、公共団体としては、嘱託医、農協、森林組合、商工会、地域

婦人会、土地改良区などの協力を得ながら、対策業務を行うこととしています。こ

の計画は、これまでの風水害や台風などの災害対応等を検証しながら改定を続けて

いるところでございます。

今回の地震は夜間に発生したものでしたが、町は職員の参集後、直ちに災害対策

本部を立ち上げ、区長さんをはじめとした住民の皆様や、消防団の協力を得ながら、

情報の収集に努めたところでございます。安否確認においては、区長さんや民生児

童委員、各自主防災組織の皆さん、近所にお住まいの方々の御協力を得ながら行わ

れたとお聞きしております。

次に、白秋生家の今後の取り組みについての現在の進捗状況と町民への啓発につ

いて、整備する段階から町民の方々へ偉業や作品等の啓発をする必要があると思う

がとの御質問にお答えいたします。

北原白秋の母シゲの里であり、白秋の詩作に大きな影響を与えたともいわれます

旧石井家については、以前から保存・活用させていただきたい旨を現所有者に教育

委員会が中心となり打診しておりましたが、思うように進展しておりませんでした。

そのような状況にあった中で、平成２７年２月１０日、私が外目三区生涯学習セ

ンターで行われました出前講座「町長が語る」でお伺いし、話をさせていただいた
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際、地元の皆様からは、町が保存、整備したときには、ぜひお手伝いをさせてくだ

さいとの要望があり、「白秋は私たちの誇りでもありますので、区としても協力し

ていきたい」とのことでしたので、現所有者である石井宅には、幾度となく足を運

ばせていただき話をさせていただく中で、旧石井家の土地約２,０００平方メート

ル、建物、工作物、庭木等を含め、購入に向けた不動産鑑定を行うことの承諾をい

ただき、平成２７年度補正予算で鑑定委託料の予算を承認いただきましたので、鑑

定を行い、その結果に基づいて今回の補正予算に計上させていただいている状況で

ございます。

今後につきましては、経済課を中心に関係課である総務課、教育課、まちづくり

課において、観光資源として整備するための計画を作成することとしております。

また、白秋先生の偉業につきましては、議員の皆様も御存じのとおり、詩人、歌

人又は作詞家として活躍され、多くの作品を世に残されております。先ほど議員の

御紹介にもありましたが、その作品の中には「第二のふるさと」として慕われた南

関町を題材にした詩も数多く作られています。特に、北原白秋作詞、山田耕筰作曲

の南関第一小学校校歌は町の宝ともいえるものでございますし、ほかにも「からた

ちの花」、「この道」、「ペチカ」、「待ちぼうけ」など、今も耳にする多くの童謡が作

詞されています。

このように、日本が誇る詩人である白秋先生の偉業を讃え、永く町民の誇りとし

て語り継ぐためにも、生家である旧石井家を今回購入させていただくこととしまし

た。今後は、整備状況とともに、白秋先生の偉業や旧石井家に残されている版画の

展示会など、機会をつくっていきたいと考えておりますし、教育委員会が発行して

おります「翠の風」での連載も行いたいと考えております。

以上お答えしまして、この後の質問につきましては、自席よりお答えさせていた

だきます。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 御説明いただきました。

防災ですけど、予算の推移をお聞きしたいんですけど、過去１０年間でその防災

予算はどれくらい予算立てられましたか、お分かりでしたら。１０年間でも、ちょ

っと近くでも、災害はいつ起こるか知りませんけど、大雨とかそういう災害があり

ますので、予算はどれくらいなんですか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 防災管理費についての推移は、手元に御用意はいたしてお

りません。ただ、今年度の当初予算では、防災管理としまして３,３９７万円を予算

計上いたしております。また、調べてお答えしたいと思います。
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○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） やはりいつ起こるか分かりませんけど、防災の日常備蓄は

各家庭でする必要がありますけど、一応行政のほうからでも備蓄があると思います

けど、最低でも食料、生活用品は２、３日分は家庭でやはり備蓄している必要があ

るし、買い足しながら、倉庫、玄関、車の中に置いておく必要があると思いますけ

ど、食料や水などの確保は町としてはどうなっているか、また何人分ぐらいの確保

がされていますかね。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 食料、水については、今のところ備蓄はございません。た

だ、今回、エコアくまもとと協定を結んでおりまして、そちらのほうで５０人分の

水、それから保存食セット、５０人分の３日分を備蓄されているということで協定

を結んでおるところです。町独自では今のところ確保はしていないというところで

ございます。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 福祉課関係では、防災計画の中には載せておりますけれど

も、福祉避難所におきましては、福祉関係の備蓄を今、福祉避難所の備蓄を交流セ

ンターの裏のほうに、社協のほうで入れておりますけれども、そこにいろいろな担

架とか、それから発電機だったり、あとリヤカーですかね、乗っていただいて、折

りたたみ式リヤカーというもの、あと簡易の寝袋を１０組とか、そういったものを

大体種類としては３０ほど、ちょっと一覧に載せておりますけれども、そういった

備蓄はしているところでございます。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） まあエコアくまもとさんに頼っての５０人というのは、非

常に少ないと思いますけど、まあ今回は地震で水が一番の、もうあちこちで私たち

も市内とかに運んで、子どもたちが運びましたけど、やはり水の確保は１０人ぐら

いじゃ、１０人てどれぐらいの、例えばトイレ等でペットボトルが３本ぐらい必要

て、ちょっと直に聞きましたけど、これじゃあもし、今水洗化されていますけど、

もう全然足りない状態で、井戸水とかありますけど、そのようなことは考えられな

いですか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 現在、エコアのほうに置いていただいておりますのは飲料

水でございます。飲料水の１.５リットルの保存水を、１日の所要量として２本、そ

れを３日分ということで備蓄をされております。トイレとかに流す水につきまして

は、その飲み水じゃなくても構わないのかなというふうには思っているところです。
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○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 市内のように、水というのは川でもあります。バケツでく

んだり、いろいろ応急処置はできると思いますけど、町長、５０人ぐらいでどがん

思いますか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 飲料水の５０人分というのは、もうとんでもない少ない数字で

すけれども、ただ南関町の場合は町全体が井戸水を使っておりまして、今回の地震

の中でもいろんな話を伺う中で、うちの強みというのはやはり上水道、停電あたり

したときにも発電機１つあればすべての井戸が使えるということで、今回、先ほど

福祉課長も答弁いたしましたけれども、そういった発電機を使っていろんなところ

で水を出していただくような取り組みをするということで、そういったことを重点

的にそれぞれの自主防災組織でも発電機等を購入いただいておりますので、これか

らはそういった水を買い置きするだけではなく、その発電機あたりでいろんなとこ

ろで水を出していただくような、そういった整備を進めることができれば効果的か

なとは思っております。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） ぜひ、去年の８月２５日にの停電みたいに、本当に水が一

番困ったとおっしゃいましたけど、やはり確保は家庭でするのか本当は一番なんで

すよね。しかし、やはりなかろうというのが私たちのもう本当に地震なんかと、だ

けどいつ起こるか分かりませんから、先ほど言うように、やっぱり備蓄のほうはも

う町のほうでもよろしくお願いいたします。

そしてまた、今、庁舎が補強が必要でありますけど、その対策本部などは設置さ

れておりますかね。この耐震に関してとか、代案などは検討されていますかね、庁

舎。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 先ほど、町長の言葉の中にもあったかと思いますが、庁舎

建設についても町の課題となっております。今回、昨年は庁舎建設検討委員会を設

けまして、方向性等について提言があっております。今年度は新しく庁舎等の建設

委員会を立ち上げる予定としておりますが、若干今遅れている状況ですので、急ぎ

進めていきたいというふうに思うところです。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 急いでしなくては、やはり地震はもう先ほどから何回も言

いますけど、あちこちで発生していますけど、これからもこの１カ月は注意するよ

うに、今日の新聞にはなっております。そしてまた、今回の地震による崖崩れ等は
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発生したのか、また民家のある危険箇所の調査はされましたでしょうか、調査です。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 今回の震災におきまして、一応災害の調査をということで、

区長さんのほうに呼びかけをいたしまして、被害報告を出していただいております。

その中で今回の地震につきましては、崖崩れ等につきましては、農地等の被害が４

件と、公共の道路等の被害が５件、合わせて９件のみの報告があっております。現

地を調査いたしました結果、町道の法面の１カ所につきまして、今回、災害復旧事

業として申請をするというところで計画をしております。以上でございます。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 今回の地震ではそうやったけど、まだまだ梅雨は始まった

ばかりです。来月の１５日あたり、７月までは続くと思いますので、地震で緩んだ

りしておりますので、なるだけ調査をして、やはりその緊急を要する場合は早めに

対応しながら。

また、ちょっとこのことですけど、町長、工場がかなり傷んでおりますね、あち

こちのいろんな工場。そこの件で、中止されて少しずつは稼働していますけど、南

関町に移転しようかという企業なんかありますかね。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 今回の地震におきましては、幸いなことに南関町の企業におい

ては大きな被害は出ておりません。しかし、それぞれの企業で小規模の被害は出て

おります。ただ、南関町の企業に被害がなかったということだけではなく、いろん

な取引先の企業に被害が出ておりまして、その件でいろんな取引が中断していると

か、現在できていない、そういったことで被害というか二次災害というか、そうい

った被害は出てきております。しかしながら、いろんなそういったメーカーさんも、

今いろんな動きをしておりますので、早めにそういったことが解決できるようにと

いうことで取り組んでおられるところであります。

そういった中で、南関町に企業に進出、この話があるとかそういったことですけ

れども、これは表に口外できることではありませんけれども、ある市町村から南関

町の工業団地は空いておりますかとか、そういった問い合わせはあったのは事実で

あります。しかし、現在のところはまだうちしても、工業団地は空いておりません

けれども、ほかの工場適地はありますが、被災地が今こういった状況の中で積極的

にそういった動きはしておりません。今後、そういったまた御相談があれば、いろ

んなうちの町の土地の状況あたりを含めて御紹介していくことにはなると思いま

す。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。
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○９番議員（山口純子君） 熊本市内の方から、市内も本当にもう商店街も大変傷んで、

私も先日、応援というか、震災でもう不景気になっているから、そういう会合をし

てくれということで行きましたけど、目に見えない部分がたくさんありますね。も

う商店ももう跡継ぎもおらんし、壊れているからと、もう飲食業なんかはもうしな

いと言うて、目に見えない部分がたくさんあります。それで、その中の１人が、先

ほど町長がおっしゃったトップセールスであります町長に、工場移転ですね、南関

のほうに、そういう話が少しずつありはせんかと思うてちょっとお聞きしましたけ

ど、やはり地震で益城町なんかはもう私ちょっと先日行ってきましたけど、もう本

当南関町すべて、もう爆弾の、テレビでは一部ですけど、もう商店街が全部広範囲

にわたって潰れて、もう再起不能と私は感じました。そういう状態の中で、工場が

継続できるかということを私は言われましたので、ぜひトップセールスの町長にそ

の工場の誘致を、土地がありましたら、そのことを私はお願いしているんです。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 実は、既に被災された企業のそこの会社でできない分を南関町

の企業で、今ある工場の中で稼働されているところも実際あります。そういったこ

とで、これから復旧・復興が進む中では、どうしてもやっぱりそういった土地が必

要であるということになれば、積極的にそういった働きかけもしていきたいと思い

ますし、そういった時期が来れば、私も積極的にトップセールスもかけていきたい

と思います。もうしばらく時間をおきながら、状況を見ながら動きたいと思います。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） ぜひそのように、昨日、日曜日の「ガイアの夜明け」とい

うテレビでも、親戚の者が洋服の発注で東京のほうに本社に行かれて、長洲のほう

の縫製工場に頼まれて、その長洲を支援しようというコーナーだったんですよ。全

国、ガイアだったからです。だけど、そういう関連企業、先ほど町長が言われまし

たように、関連を南関のほうにいろんな工場がありますのでね、そういうので南関

町も潤って、人口が増えるようにしていただきたいと思います。町長。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 議員の今の御要望といいますか、これからそういった関連企業

とか、それに限らずそういった、うちのほうで仕事ができるような可能な企業があ

るとするならば、積極的にそういったことは動きたいと思っております。ただ、先

ほど申しましたとおり、今がそういった町が主体的になって動くべきなのか、やっ

ぱり復旧・復興の今、道半ばであって、それをうちが利用するというか、そういっ

たことの中で動くというのはどうかなと思いますので、相手方の御要望等が強くあ

れば、それはもう積極的に動きたいと。やっぱり企業の増設等、こっちに進出にも
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働きかけていきたいと思います。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） まあそうですね。２カ月ですので、まだ分かりませんけど、

そのような声が掛かったら、ぜひ。そしてまた、先ほど私が防災のことですけど、

広報なんかんで６月号にはちゃんと載っておりましたね。そのことに対して、やは

り防災行政無線放送が故障していないかという欄が載っておりましたけど、どんな

ですかね、その故障とか来られますか、点検とかには。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） やはり地震が発生してすぐ後ぐらいは防災無線が鳴らない

ということで不安ということで、やはりうちのは鳴らないということで何名かの方

が修理してくださいということで持って来られたことはございます。結構今もちょ

っと前、この前の広報が載ったことによって、またそのような問い合わせというか、

修理の申込みには来ておられます。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） やはり頼みの綱ですので、どうぞ皆さんの周知をされるよ

うな対策を町のほうもしっかりしておられますけど、またさらにお願いいたします。

そして、時間がございませんけど、防災関係のまとめをちょっと午後から、今回

の熊本地震で様々な震災の恐ろしさを肌で感じたことです。安全安全と地震に対し

ては本当に熊本は危機意識がなかったように思いますけど、大勢の人たちが持って

いなかったと思いますけど、まさしく本当に想定外でございました。今回、熊本地

震を教訓に、私たち南関町でもほかの災害にも日頃より十分な備えと心構えが必要

だと感じました。熊本地震で当町は幸いにも被害はわずかで済みましたが、町の防

災体制は町長が本当に先頭に立って、十分尽力をされたと私は感じております。そ

の上で、今後、台風、大雨、崖崩れに伴う停電など、想定されるだけでも町民の命

を、財産が脅かされる災害が考えられます。防災訓練、食糧の備蓄、また継続的な

町民への防災啓発など、万全の体制で日頃の予防行政を町長は先頭に立って随行し

ていただきたいと思います。

それで、白秋に戻りますけど、先ほどから最終的に白秋の完成時の構想と運営は

どう考えられておりますかね。運営です。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 完成と運営でございますか。完成につきましては、今回のこの

事業費につきましては、ふるさと応援寄付金、ふるさと納税を活かしたいというこ

とで考えておりまして、今回のふるさと応援団事業との関連もございますが、今年

度そういったふるさと応援寄付金が町のほうに歳入として入ってくることになり
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ますので、そういったところも額が幾らぐらいになるかというのも大きな要素の１

つになりますけれども、そういったものを今年度はどれぐらい進むのかということ

も含めて、そしてこれから先ほど申しました担当課あたりで、どういった施設にす

べきなのか、そして議会の皆さま方にも御相談申し上げますけれども、観光施設と

してどれぐらいの人を呼ぶような、そして関心をもっていただけるような施設にす

るのかということで、そういったもので完成時期も変わってくると思いますので、

私はこれを今年度、来年度に完成させたいということを、最終的な最後は決めてお

りませんけれども、なるべく早い時期にそういった予算と内容を煮詰めながら進め

ていきたいなというふうには考えております。

それと、管理運営につきましては、これも先ほど地元の皆さま方の、白秋がここ

で生まれた、そして幼少期に遊びに行ったということで、白秋のことを誇りに思う

ということを地元の方は言われました。そして、町が改修整備したときには、自分

たちもお手伝いをしたいということを言われておりますので、御茶屋跡がいい例で

ありまして、伝楽人さんたちがボランティアで運営されております。今回の白秋生

家、旧石井邸につきましても、できればそういったこの運営に携わりたいという方

を募りまして、ボランティア、町の委託費あたりは当然必要になるかと思いますけ

れども、そいったやっぱり思いが強い思いを持っておられる方と一緒にそういった

運営ができればというふうには考えております。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） ぜひそのように、思いの本当にこの誇りある白秋先生でご

ざいますので、事業費のほうも先ほどは予算化は２,０００万円ぐらいしましたけ

ど、全体は今度ふるさと納税とかがクエスチョンですけど、どのくらいの予算、ど

ういう規模の施設をされるんですかね。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 現段階では、費用、整備費に幾らかけるというのは、まだ描い

ておりません。というのは、これからのどういったものにするかということをしっ

かり練りながら、そしてどういった施設にするかということで、その整備費も決め

ていきたいと思いますので、それと併せて、ふるさと納税の額がどういった形で入

ってくるかというのも参考にしながら進めたいと思います。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 私の提案ですけどね、私、白秋のことを今回ずっと調べま

したけど、そうとう波瀾万丈の人生でありまして、もう本当にこのプロジェクトを

立ち上げて、これは教育長に聞きますけど、この白秋の偉大さは何かドラマ化とか、

何か本とかになりましたですかね。
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○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） ドラマ化の話は、私のこれまでの経験ではございませんが、

本は実は長男の北原隆太郎さんを中心とした方々によって、ここに持ってきており

ますが、何と白秋全集が４０巻にまとめられております。この中の１集目から６集

目までが歌集なんですよ、短歌です。歌人といわれる部分ですね。歌人、詩人、作

詞家、そして文筆家ですね。ということで、４０巻にも及ぶわけで、この１巻の歌

集だって、１,０００首ぐらいの短歌があるんですが、それを６巻ありますから、

ものすごい量です。その中には南関に飛行機で飛んでこられたときの上空からの様

子を歌にしておられる様子を、御茶屋跡で生誕祭で伝楽人さんたちが構成して発表

されていますけど、そういう南関に、空から見た歌だけでも５０首に及ぶというよ

うな状況で、それこそすごい作家活動をされた。しかも、それが素地を培われたの

は南関のこの自然風土、そしてあの石井家、石井家の歴代の母親シケさんの御兄弟

である元町長、石井了介さん、この方の蓄えられた書籍に非常に惹かれて文学を、

まだ幼少時から難しい本も親しまれたのが、そういう白秋文学を育てたといわれて

おるわけです。業績についてはそういうことで、私の知る限りですけれども紹介し

ました。

○議長（酒見 喬君） 質問の途中ですが、ここで昼食のため１時まで休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後０時００分

再開 午後１時００分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き一般質問を行います。

質問の途中でありましたが、白秋生家についての質問の途中でしたけれども、１

番の防災についての質問の中で、管理費の質問がございました。その資料が総務課

のほうから示されておりますので、この説明からしていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 先ほど山口議員のほうから御質問がありました、防災管理

費の１０年間の推移ということで、ただいま作成してまいりましたのでお知らせい

たします。

先ほど、２８年度予算について申し上げましたが、２８年度予算が突出して多か

ったということで、例年でしたら通常は４００万円から５００万円程度、何らかの

事業をするときにそれを上回るというふうな予算になっております。

以上、御説明申し上げます。

○議長（酒見 喬君） ９番議員、よろしいでしょうか。
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○９番議員（山口純子君） はい。

○議長（酒見 喬君） ９番議員、これについて質問は。

○９番議員（山口純子君） いいです。

○議長（酒見 喬君） それでは、９番議員、どうぞ。

○９番議員（山口純子君） 昼御飯返上でありがとうございました。

じゃあ白秋のほうからいきます。白秋先生でございますね。先ほどからちょっと

言いましたけど、やっぱり私も生涯を調べてみましたら波瀾万丈でございまして、

私、先ほどドラマ化の話をしていましたけど、テレビで見られた方がありますけど、

それは北原白秋が中心じゃなくて、そのことをちょっと教育長。

○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） 実は白秋の波瀾万丈というのが出ていましたけれども、３度

結婚されているわけですが、２人目の江口章子さんという方が、同じく詩人、歌人

でありますけれども、この方がちょうどお隣にお住まいというようなときに出会わ

れておりまして、４年ほど御一緒だったわけですけど、その江口さん自身も非常に

人生をずっと見てみますと、最後には認知症で厳しい人生を送られたようですけれ

ども、その江口さんのほうを取り上げたＮＨＫのドラマの中に北原白秋が取り上げ

られていたというところでのことは、私も聞いているところです。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） そのように江口章子さんの結婚じゃなくて、私はもうこの

生涯の白秋のせっかくの保存になりますので、柳川と、関連する東京、小田原、上

京されて文豪家とのつながりのような形で、それは私たち素人が言うものじゃあり

ませんけど、そういうのを考えられることはありますかね。考えてください。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 白秋先生におかれましては、東京も長くおられましたけれども、

柳川、そして神奈川県の三浦市、小田原市、そして五足の靴ということで天草市、

そういったところの関係が特に深こうございますので、今回の白秋生家の改修整備

においては、そういった関わりの深いところ、そういったところがそれぞれの首長

と私も、柳川で白秋サミットでも御一緒しておりますので、いろんな御意見等も伺

いながら、参考にしながら、そういったものも進めていきたいと思っております。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 町長も先ほどから大いに盛り上げようと思うとおっしゃい

ましたし、すごい人物でありますので、写真などもたくさん残っておりますし、資

料も先ほど教育長がおっしゃったように、何冊でもまとめられるので、やはり熊日

さんも有明新報さんも来ていらっしゃいますけど、この柳川と南関のつながりとか、
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いろんな方向でアピールして報道に載せていただいて、もうよかならば私はこのド

ラマ化を、そうすると「佐賀のがばいばあちゃん」以上に、私はこの素晴らしい人

物が南関にいたということを、ぜひぜひアピールしながら、そして観光客を呼びな

がら、町長の思いの盛り上げることを希望しますけど、どうですかね、もう難しい

ですもんね。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 映画化、ドラマ化というのはなかなか、どなたがそういったこ

とをやろうかという方がおられればよろしいんですけれども、そういったものに限

らず、やはり柳川においてはいろんな年間２回の白秋生誕祭であるとか白秋祭もや

られております。川下りあたりも活かして、そういったものをやられていますので、

南関だけのその白秋ということじゃなくて、柳川と綿密に打ち合わせをしながら、

そして柳川の白秋の生家においては、かなりいろんな白秋関連の資料もございます

ので、うちのほうにもそれをお借りして置けるものがあれば、そういったものも十

分に活用したいと思いますし、これからの連携をしっかりと組み立てていきたいと

思います。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） そのように連携をするならば、私はドラマ化ドラマ化言い

ますけど、今度、荒尾が３０周年でＮＨＫののど自慢を誘致されましたね。その前

もＮＨＫさんがのど自慢を２５周年ですかね、必ずやっぱりメディアを使いながら

ＰＲをされて、全国放送ですので、このドラマ化というのは私はＮＨＫの朝の今は

「トットちゃん」、ああいうのを私は希望していますけど、でけんこつはなかと思

いますけど、まちづくり課としてはどんなですか、ＰＲの仕方として。

○議長（酒見 喬君） まちづくり課長。

○まちづくり課長（坂田浩之君） なかなかドラマ化というのにはやっぱりスポンサー

あたりも必要ですし、なかなか今すぐどうという話にはならないのかなと。ただ、

そういった活動もしていく必要はあるかなとは考えますが、今出る答えではないと

思っています。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 答えじゃなくて、やっぱりそういう私は提案しましたけど、

やはり先ほど言いましたけど、「がばいばあちゃん」も１人の人物をあんなして映

画化されて、もうとにかく会場を持ってくるのには佐賀だけじゃなくて、いっぱい

手を挙げられて、よそで撮影されて佐賀の一部で作られたのがあるんですよ。そう

いうのを持ってこられたらなあと、私が大きい望みですよ、これは。だけど、そう

いうのをしながら、この白秋という人物の私はもうこのせっかく保存するにあたり
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っての私の提案でございます。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 先ほどから、私も答弁しました、今まちづくりの課長も答弁し

ましたが、ドラマ化、映画化というのは簡単ではございませんけれども、私先ほど

申しました柳川と天草市、それと三浦市、小田原市ということで、白秋が特にこれ

までいろんな思い出というか、そういったところで活動されているところがござい

ますので、南関、柳川だけに限らず、そういったところを含めて提案するというこ

とになれば、かなり面白いものになるかと思いますので、そういった意味ではそう

いった提案も含めて、これからの白秋の生家の整備に取り組めればと思っています。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 私は、そういうところが町長にお願いしたいんです。

それと、もう先ほど、３０分過ぎましたけど、まとめに入りますけど、やはり白

秋先生の生家の整備計画に大いに私も期待しておりますし、今後、多くの皆さんが

来場されことを望んでおります。もう柳川と、出身でありますけど、やはりゆかり

の地、生誕の地、出生の地、南関としても私たちは本当に誇りをもって末代まで、

出生の地、功績を伝えなければならないとも思っております。特に作品の中の南関

をうたった歌、先ほど教育長もおっしゃいましたように、「雨降り」をはじめ、い

ろんな歌が国民から愛され続けておる童謡などでございますけど、やはり私たちが

生誕の地として継承していかなければならないと思っております。そのためには、

ぜひ私たち町民が白秋のことをよく知り、やはり全員、子どもたちから何から、そ

して提案ですけど、やはりいろんなイベントのときには、その「雨降り」とかいろ

んな曲を有線でも流しながら身近に感じていただきたいと思いますけど、途中にな

りますがどうですかね、それは。やはり音楽を聴かせというか、普段。

○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） 子ども向けということで。

○９番議員（山口純子君） いや、もう全部です。町民全部です。

○教育長（大里耕守君） 防災無線が叶うなら、テーマ曲を前もって鳴らして防災とい

うようなこともすれば、町民になじみのメロディーになっていくかと思うんですけ

ど、何しろ防災用ですので、なかなかそういうことも叶わないかなと思いますが、

例えば夕方５時、子どもたち家に帰りましょうというときに、スピーカーを通じて

流すとかいうようなことは可能かと思います。「この道」だとか、「ゆりかごのうた」

とか、そういうのがふさわしいかと思いますけど。以上です。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） ぜひ、そのように「ゆりかご」とか「カラタチの花」とか、
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本当に「まちぼうけ」とか、私たちにとっては懐かしい歌がありますので、そうい

うのを行事ごとに流していただきたいと思います。そして、やっぱりほかの県の人

たちにも語れるぐらいに、白秋愛をもって私たちはいかなければならないと思って

おります。また、そのためにやはり啓発をしながら、本当に白秋生家を保存してよ

かったというぐらいにしていただきたいと思いまして、私の一般質問を終わります。

○議長（酒見 喬君） 以上で、９番議員の一般質問は終了しました。

続いて、３番議員の質問を許します。３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） こんにちは。３番議員の井下でございます。

先に通告しておりました平成２８年熊本地震について質問を行います。

まずは、去る４月１４日、まず起こることはないだろうといわれておりましたこ

の熊本県において、県南部を中心にまさかの地震が発生し、この日の前震と１６日

の本震により、これまでに全く想像すらしなかった被害に見舞われることになりま

した。先ほどの９番、山口議員に続きまして、この地震によりお亡くなりになられ

た方たちに対し、お悔やみを申し上げますとともに、またこの町内においてもです

が、被災された方たちに対しましても、お見舞いを申し上げたいと思っております。

そこで、今回の質問は、この南関町では常日頃より、各行政区に防災組織が今設

立され、訓練等も行われておりますが、当時、その対応はどうであったのか、主に

福祉の観点から尋ねていきたいと思います。また、その後のことについても幾つか

お尋ねをいたします。

まず１つ目は、この地震によってケガをされた方が町内にはおられたのかという

ことですが、これは先ほどの山口議員の質問の答弁にもありましたとおり、１名と

いうことでしたので、この分はもう数字の答弁は無用でございます。

２番目に、避難にも幾つかの種類があると思いますけれども、どういう避難の種

類があり、またその違いもあると思いますので、その違いについて、できれば分か

りやすく説明を求めたいと思います。

３つ目は、避難時に援護を必要とされる方、つまり今登録を進められております

要援護者の登録ですね。これについて何名ぐらいが今登録されているのか、そのほ

か関連について尋ねます。

４つ目に、各校区における避難所の場所、また福祉避難所、これはどこに設けて

あるのか、このことについてお尋ねします。

そして、最後に今回このような地震を経験してしまったわけでありますが、この

ことを踏まえ、今後何か各担当課から課題検討があれば、それも同時に報告しても

らいたいと思います。

以上が今回の質問ですので、あとは自席にて行います。分かりやすい答弁をよろ
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しくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） ３番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） ３番、井下議員の平成２８年熊本地震についての御質問にお答

えいたします。

まず、①の町内において地震による負傷者はということですが、先ほどの答弁の

中でもお答えしました、負傷者は１名でございました。

次に、②の避難の種類は、またその違いはとの御質問ですが、まず大雨や台風な

どにより災害の発生が予測される場合には、避難準備情報を出すこととしておりま

す。これは、避難に時間を要する方々へ早めの避難を呼びかける目安でありまして、

このときの予防的な避難を自主避難と呼んでおります。さらに、危険度が増します

と、避難勧告、避難指示へと移行してまいります。

次に、③の現在登録してある要援護者の数はとの御質問ですが、町地域防災計画

では、災害時避難行動要支援者を、高齢者及び高齢者世帯の方、障害のある方など、

１人で避難することが困難な方等と定義してあります。６月１日現在の登録者数は

６７名でございます。

次に、④の各校区における避難所、また避難所の場所はとの御質問ですが、町の

地域防災計画には、自主避難所、指定緊急避難場所、指定避難所、福祉避難所を定

義しております。

自主避難所は、災害時の危険を回避するために一時的に避難する場所又は施設、

指定緊急避難場所は、災害の及ばない施設や場所で、災害発生時に迅速に避難場所

となりうる施設又は場所、指定避難所は、避難者を滞在させるために必要となる規

模を有し、速やかに被災者等を受け入れることが可能な構造又は設備を有する施設、

福祉避難所とは、要配慮者が避難可能な避難所としております。

場所としましては、第一校区が、役場、町公民館、Ｂ＆Ｇ海洋センター、うから

館、第一小学校でございます。第二校区は、ふれあい広場、第二小学校、第三校区

は、農業就業改善センター、第三小学校、中学校、交流センター、第四校区は、南

町民センター、第四小学校、四ツ原集会所、南集会所でございます。

また、福祉避難所の場所につきましては、平成２６年１１月に社会福祉法人と、

災害発生時における福祉避難所の設置運営に関する協定を締結しましたので、交流

センターのほかに、第一校区には慈幸苑、第二校区には南関の里、第三校区には谷

崎デイサービスセンター、第四校区にはうすま苑がございます。

最後に、⑤の地震後における今後の課題点はとの御質問ですが、地域防災計画に

は、これまで経験してきた災害への対応を検証しながら、改定を重ねてまいったと

ころですが、想定している災害以外、又はそれ以上のことが発生しますと、その場
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で決断しなくてはならないことが出てまいります。そのような事態になったときに

適切な行動をとることができるような体制をつくる必要があると思います。このよ

うなことからも、様々な御意見をいただきながら、実行性の高い防災計画としなけ

ればならないと考えているところでございます。

以上お答えしまして、この後の質問につきましては、自席からお答えさせていた

だきます。また、詳細につきましては、担当課長がお答えいたします。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） ありがとうございます。

では、まず１つ目から入っていきたいと思います。今回その負傷された方が１名

だったということで、これはこの地震の規模を考えた場合、本当にこの南関町とい

うのは地盤もしっかりしていて、今回災害に大きく巻き込まれることもなく、これ

は幸いなことだったと思います。けれども、もし、「もし」という言葉はちょっと

適切かどうか分かりませんが、これが少し県北のほうでも入っていたら、やはり大

きな被害につながってきたと思いますが、自分たちも同じ南関町として、他県の人

からすれば同じ熊本県という認識をもっておられまして、南関町はどうだったとか、

被害はどうだった、ケガ人はどうだった、やっぱりいろんなところから聞かれます。

そういったところを、こういったときに幾らか期間も必要だと思いますけれども、

区長さん等を通じて、ある程度、その地域地域の被害等を、ある程度把握された状

態で、それはみんなの共有認識としてもっておかれたほうが、今後こういった災害

があれば、どういうことが原因でケガをされたか、いろんなところの教訓にもつな

がってくると思いますので、これはぜひ、次回こういうことがあってはなりません

けれども、そのことを踏まえた上で把握されたらどうかということを申し入れます

けれども、どうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 今、御質問にありましたように、南関町では避難されると

きに、家の中で転倒されて足を少しケガされたという方がお一人報告があったとい

うことでございます。そのほかの方については報告がございませんので、そのあた

りも含めて、報告等をいただけるような体制ができればと考えております。今、防

災行政無線並びに広報なんかん等で、災害時における行動ということを、これから

先は周知していく。例えば、避難所の自主避難に際しては、水、それから食料、そ

れから防寒対策等については、必ず用意するということが当たり前というふうなこ

とで、皆さま方にいつも心にその気持ちをもっていただくというふうなお知らせで

すね、そういうものをこれからそのようなことに取り組んでいく必要があるのでは

ないかというふうには思うところでございます。ケガをされた方等の把握について
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は、また改めて周知を図り、その情報を収集するということは大事なことではなか

ろうかというふうには思います。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 今、課長が言われたとおり、こういうことはとっさに起こ

る、地震に関してはもう本当にあっという間に起こります。じゃあそれからとなか

なかそのときに判断はできないものですから、日頃からのやっぱりこれは啓発をず

っと行っていって、もうある程度、体のどこかにそれが意識として残るぐらい、し

つこいぐらいやっておかれたほうが、多分今度は来ないだろうとか、ほとんど南関

は何もなかったから大丈夫だろうとか、もうそういったことがやっぱり安心につな

がる、こういった災害時に大きい被災につながると思いますので、これはもうこの

地震、余震が今続いておりますけれども、これがおさまったとしてもこれはもう定

期的にやっぱり啓発はやっていってもらいたいと思っております。

次の、今、避難所の種類のところで、今課長もちょっと言われたんですけれども、

水の確保、これは自主避難の場合は、自分も１４日、避難所へちょっと行ってみま

した。それで、やっぱり来られた人は「ああ、もう怖かった」て、ドキドキしなが

らやっぱり避難して来られます。水一杯あれば、かなり落ち着かれるであろうなと

いうところもあったし、水は今回は出たからよかったですけれども、こういったの

はもうあえて自主避難だからといって、もう持ってきてくださいとか、もうそうい

った地震とかそういうとき、ちょっとコンビニで水だけ用意しようとか、なかなか

これはできません。ですから、そういった形で今、避難所の種類もここに先ほど言

われましたけれども、ここを避難所としてやっぱり指定しておかれている以上は、

幾らかでもやっぱり備蓄、もうちょっとしたペットボトルの水でもいいです。そん

なにもう５０本、１００本なくてもいですけど、少し落ち着かせる程度の、そうい

うものは用意できないでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 先ほどの山口議員からのお尋ねもありましたように、今の

ところ、町では備蓄は行っていないのが実情でございます。今回、地震による避難

ということで、緊急避難的な避難でございました。自主避難の場合は、あらかじめ

これから災害が発生するであろうという予測が立ちますので、その前に準備ができ

るものかと思います。今、井下議員が言われたように、緊急避難のときにはそのよ

うなものが準備できない可能性があるということでございますが、先ほど申しまし

たように、そのへんも含めまして、やはり水はいつ何があるか分からないので用意

しておくとかいうことも必要かと思いますけれども、そのあたりは水の確保につい

てはこれからの課題かなというふうには思うところでございます。
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○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 水の確保に限りませんが、今回は地震でございました。これか

ら集中豪雨とか台風も予測されるわけですけれども、昨日の防災会議の中で御意見

をいただきました中の１つですが、町民の皆さま方に日頃からそういったいろんな

災害に対応するために、見ていただければ分かるようなパンフレットというか、簡

単なものを準備できないだろうかということで、そういったお話もございました。

ということで、早速昨日、総務課の防災担当のほうとちょっとそういったものがで

きないかなという話をしたんですけれども、ですから地震、台風、集中豪雨という

ことで、そういったどういった備えができるかとそういったもの、そして今、井下

議員も先ほど山口議員も言われましたけど、災害時に自分のところで備蓄する分、

最低でも持っておく物、そういったものも含めたところで１つのパンフレット、家

に下げておいていつでも見れるような、避難の仕方あたりも分かるようなものがで

きないかなということで考えておりますので、そういったことも今回計画していけ

ればとは思っています。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） ぜひもうそういったことは、計画どおりにいかないまでに

しろ、計画を立てたらそっちの方向でやっぱり進めていってもらいたいと思います

し、今いろんな町民の方が習慣づいてくれるのが一番いいと思うんですよ。だから、

今回は今課長が言われたように、水等は各自で用意ということでしたけれども、玉

名市のほうには聞きましたけれども、そこのところをきちっと避難指示をされる場

合、そこをちゃんと防災無線等で発表されていたそうですけど、南関町はそこまで

発表されましたでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 今回の避難所の開設につきましては夜中でしたけれども、

防災無線等でお知らせをいたしました。その中で、水、それから簡単な食料、それ

から防寒対策、毛布等については御用意くださいということは放送の中では申し上

げておるところです。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 自分ももうそのときは慌てて、本当にそういう放送があっ

たのかどうか、これはもう知らなかったものですから、それを言ってあったという

ことは大変もう素晴らしいなということだと思います。ただ、これは本当に自分と

同じで、もうほとんどの人がとにかく避難、逃げなければと思う人がおれば、そう

いったところまで多分もう耳に入ってこないと思います。だからこそ先ほども言い

ましたように、このことに関しても同時に啓発していってもらいたいなと、あえて
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申入れをします。

１つ、これですね、皆さんお薬手帳なんかも持っておられますけれども、これも

１つこれは提案なんですけれども、避難された場合に看護師等が避難所に来られて、

薬は何か飲んでおられますかと言われたとき、心臓の薬を飲んでいる、ただ心臓に

もいろいろ種類がありますので、お薬手帳さえ持って行ったら、その対応がものす

ごく早くなるということを聞いております。だから、お薬手帳なんかも避難具の中

に必ずもう入れて、病院に行く場合はそこから持ち出しをするような習慣づけると

か、いろんな各方面から提案して、それを啓発していってもらいたいなと思います。

それから、今回、避難場所に行かれるまでとか、避難指示をされた場合、消防団

の方はものすごく対応が早かったと思っております。そういった消防団等が対応さ

れた場合、一番やっぱり立場的に弱い人は、小さい子どもさんとか、高齢者の方、

また要支援や要介護の認定を持っておられたり、身体的に不自由されている方、こ

ういう人たちではなかろうかと思います。次の３番目に入りますけれども、今、福

祉課で取りまとめされている、その要援護者の登録ですね、これは先ほど６７名と

言われたですかね。これは６７名が登録されていますけれども、町長のほうから答

弁がありましたけど、その規定とか必要条件ですね、これをもう一回、どういった

人たちが対象になるのか、そこをもう一回教えてもらっていいですか。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 登録するための規定というか必要条件等ということでござ

いますけれども、平成２６年９月に改定いたしました避難行動要支援者避難支援プ

ランにおきまして定めております。避難行動要支援者の対象者の範囲は、まず１番

目に介護保険における要介護３以上の認定者、２番目に身体障害者手帳１・２級、

療育手帳のＡ１・Ａ２、そして精神障害者保険手帳１級を所有する方、それから３

番目に７５歳以上の一人暮らしの高齢者、あるいは高齢者のみの世帯の方、４番目

に妊産婦、乳幼児、５番目に難病患者、６番目に日本語の理解が十分ではない在住

外国人の方など、７番目にその他といたしまして、１番目から３番目までのほうに

該当しない介護保険の認定者や障害者、高齢者、傷病者、自力避難が困難な方々の

うちで、それらに該当するうちで、また必要な情報を迅速かつ的確に把握し、災害

から自らを守るために安全に避難するなど、災害時の一連の行動をとるのにどうし

ても支援を要するという在宅の方ということで、かつ家族等の支援する者がいない

者ということで定めております。以上です。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 最初のほうはずっと自分で書き写してたけれども、途中追

いつかなくて、なかなか今一瞬聞いても、とても覚えきれなかったものですから、
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これに関しては課長、今後こういう人たちが対象者という何か一覧があれば、そう

いうのもまたもらえますか。これにいろんな人たちが対象になり得るような形で、

今言われましたけれども、全く対象者じゃない人もその地区地区におられると思い

ますけれども、そのへんの人数の把握とかは大体のところでもできますでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 登録されていない方の人数ということでございますけれど

も、今、対象となられであろうという方がどれぐらいおられるかという数の把握は

できておりません。把握が難しいということもあります。対象者が先ほど言いまし

た災害時の一連の行動をとるのに支援を要する在宅の方ということで、また、かつ

家族等の支援する者がいないということで、そういった方々の情報を把握し、支援

を要するかどうかの情報などもまた関係してまいりますので、例えば要介護３以上

の方の中に何人いらっしゃるとか、現在、要介護３以上の認定者の方は大体３００

人ちょっといらっしゃるんですけれども、その中でその対象の方が何人おられると

いうような情報までは把握できていない状況でございます。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） これはやっぱり元気な高齢者の方も、後のほうで７５歳以

上、一人暮らしも対象になるとは言われましたけれども、一人暮らしで８０になっ

ても８５になっても、やっぱり元気な人はこれは登録はされないと思います。だか

ら、そういった人たちも対象から外れる人もおられる、対象内の条件にそぐう人で

も外れる人もおられるので、なかなか人数の把握は難しいかなとは思いますけれど

も、民生委員さん、区長さん等に尋ねてからでも、登録されていなかったから、あ

の人はどうなったか分からないじゃなくて、あそこにも多分登録されてないけど、

一人暮らしの人がおられるとか、そういった形の人数の把握まではいかなくてもい

いですけど、ある程度の把握はされといたほうがいいかなと思います。特に行政区

に入っていない方も今は結構問題になっておりますけれども、そういう人たちはな

かなか把握がしにくいとは思いますけれども、できれば少しずつでも情報は寄せて

いってもらうようお願いしておきます。

その登録をする人はそういう条件なんですけど、どういった方たちが登録をされ

る方を私が支援しますという方ですね。これも名前が上がるようになっていると思

いますけれども、これはどういった方が主にその名前を上げられていますでしょう

か。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 支援をする地域の支援の方ということですけれども、通常、

緊急時の連絡先といたしまして２人、それから地域の支援者ということで２人を選
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定していただくようにしております。支援者の方につきましては、続柄とかは書い

ていただいておりませんが、近隣の方の中からお願いしているということでござい

ます。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） これは近所の人、１人で３人、４人受け持っても、いざと

いうときはどうしようもないと思いますので、ある程度そこは援助ができるような

人数把握で、これは進めていってもらいたいと思います。

この要援護者登録の制度は、自分が思っていることなんですけれども、これは互

助の延長だと思うんですよ。互助の制度があって、互助がどうしても今度は要支援、

支えてもらう人のほうが多くなって、支える側がどうしても不備になった場合に制

度化されて、その制度化された状況が共助の部分になると思うんですよね。だから、

これはもう大いに、まだまだ制度化が変わっていって、もっともっと制度化されて

いくとは思うんですけれども、こういった形で制度化されている以上、できるだけ

この登録は、知らない人も多いと思うんですけれども、もっともっと進められて、

できるだけ何かあった場合に把握ができるように、さらに進めていってもらいたい

と思います。どうですかね。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 先ほど申し上げましたけれども、こういった支援のプラン

に沿った登録、支援体制の整備等の推進が思うように進んでいないという状況もご

ざいますけれども、現実的には民生児童委員の方、それから区長さん、それから社

協で進めています福祉員さんとかで保有されている、実際はもうある程度分かられ

ている情報というのがございますので、町としてもそのへんの情報を今後また整理

をして、社協と協力しながら整理をいたしまして、そういった地域、世帯の状況を

把握されている方の協力を得ながら、登録を進めていかなければならないというふ

うに思っております。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） まだまだこの制度を知らない方もおられると思いますので、

この部分はもう広報などを通じてお知らせしてもらって、できるだけ登録者を確保

できて、把握できるような形で進めていってもらいたいと思います。

そして、その登録用紙ですね、これは個人情報になるわけですけれども、どのよ

うな形で管理されており、また責任者は誰が責任者として管理されているのかをち

ょっとお尋ねします。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 要支援者の登録は、福祉課のほうで受け付けておりますの



－ 4 5 －

で、原本といいますか、台帳の管理は福祉課福祉係のほうで行っております。それ

から、複本につきましては、町の社会福祉協議会も複本として情報を持っていると

ころでございます。また、登録申請をされるときに、社協だったり、民生児童委員

さんだったり、警察署等に提供するという同意も御本人さんからいただいていると

ころでございます。

管理責任ということでございますけれども、町の手続きということになりますの

で、申請先である町長ということになりますけれども、事務上の管理はもう福祉課

のほうで行っておりますので、福祉課の課長ということになろうかと思います。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 今回、震災で消防団がもう本当に素早く動いてくれたと思

っておりますが、そのときにこの情報が各消防団に回ったと聞いておりますけれど

も、それはもうきちんとした立場で公表されて渡されたんでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 町のほうに集合いたしまして、災害対策本部を立ち上げま

した後に、町長、それから総務課長の指示のもとで、台帳を福祉課が保有している

台帳を出して、実際整備できていなかった部分もあったということで、後でまた整

備をし直しましたけれども、出して、対応していただいたということでございます。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） これは情報が漏れたことを云々責めているわけじゃなくて、

これは実は自分は非常によかったと思っております。いい判断で情報を流されたな

と思っております。でないと、せっかくこの情報を把握されとっても、こういった

災害時に活かされないなら、もう何も、机上の空論でしかありませんので、これは

もう素直に喜びたいと思っております、されたことに対してですね。ただ、その前

に一回、災害時に置ける福祉のネットワークということで質問したんですけれども、

なかなか個人情報保護法ということで、いい返事をもらえなかったことを覚えてい

ますけれども、これは本当に一歩、ネットワークの広がりとして広がったかなと思

って嬉しく思っております。

そこで、消防団さんとの連携において、１つだけちょっと尋ねますけれども、こ

の個人情報をただ渡されて、全部回ってくれとだけ言われたのか、このへんのどう

いうふうなお願いを消防団にされたのかをちょっと尋ねたいと思いますけれども。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 災害対策本部には、消防団長も詰めておりました。そこに

その消防団長からの指揮命令系統を利用して活用して、そちらの情報で消防団は自

分のところの管轄のこの名簿のところは回ってくださいと。また、ほかにも社会福
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祉協議会もそのへんの活動もされておりますし、児童民生委員さんたちもそのよう

な活動をされておりますので、昨日の防災会議でも消防団のほうから発言がありま

したけれども、二重になっているところもあったと。民生児童委員さんも来られた

ところもあったという話をされたということでございました。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） そのへんがもう一つネットワークが構築されていないかな

と思うところです。いろんなことをいろんな人が同じようなことを確認されとって

も、もう無駄ということは言いませんけれども、何かもったいないような気がしま

す、それだけの人がおられてですね。消防団員の方も聞いたら、援護者のところを

回ったということでありましたけれども、庁舎のほうにもやっぱり職員さんたちが

詰められておられたなら、この要援護者の登録されている方にピンポイントで１人

ずつ電話されて、電話が通じればまだいいです。うちは何ともないから大丈夫とか、

そういうところがあれば、今はその人数的には６７名を各消防団の団ごとに分かれ

ても、もう１名か２名ぐらいしかおられないから、これができたと思うんですけれ

ども、もっと大きな災害のとき、全戸数、全員を対象に回るのはなかなか厳しい場

合もあると思います。そしたら、電話が通じなかったところに、そこは通じないか

ら直接行ってくれとか、ピンポイントで行けるような連携を取られたらどうかなと

思いますけど、今回は少なかったからいいんですけれども、今後そういうことも必

要になってくるんじゃないかと思いますけれども、どうですかね。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） やはり今回は南関町では被害がそうなかったということで

ございます。ただ、これが本当に直下で地震が起きたりしたときに、その本部が混

乱している状況もございます。今回、逆に私としましては二重三重に回ったことが

１つはよかったのかなというふうなことも考えます。回らないよりも、回ったほう

がよかったのかなというふうにも思います。無駄とおっしゃられると無駄かも知れ

ませんけれども、ローラー的にその巡回ができたということになるのかなというふ

うには思っておったところです。ただ、これよりも大きな災害が起きたときには、

その回る人も被災している可能性もあります。どなたが回るかということまで取り

決めておくということはなかなか厳しいところがあるんじゃなかろうかと思います

し、そういうときこそ自主防災組織や地域の力が大事になってくるのかなというふ

うに思うところです。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 課長、誤解がなかごと言うときますけれども、無駄とは言

うておりません。今回はもう少なくてよかったけれども、もうこれがもし大きい場
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合、大きくなった場合に、間に合わなかったり、そういった場合もあるかも知れん

から、臨機応変にやってほしいと言うたからであって、全部回るのは無駄とか言っ

ていませんから、そこは言うときます。

その消防団とかに個人情報がわたって、そして見回りしてもらって、消防団のほ

うからまた連絡はちゃんと受けられたんでしょうか。どこどの誰々は安全だったと

か、大丈夫だったとか。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 私が把握している分ですけれども、２回目の地震の後に名

簿を出しまして、それからチェックを総務課のほうで、誰とは申しませんけれども、

担当のほうで名簿を見ながら電話を入れながら、連絡のつかないところを確か消防

団等に連絡して確認に行っていただいたりして、それから社協のほうも社協のほう

で同じ名簿ですので、電話を入れたりして、確認ができていないところに主に消防

団のほうは実際現地に行っていただいたというような確認の仕方を取っていただき

ました。それでもどうしても連絡が取れないところは、朝の明るくなってから民生

児童委員の方が見に行かれたり、いろいろして、最終的に登録された方が全員確認

できたのが朝９時半ぐらいだったですかね、だったと思います。

それから、後の昼の避難につきましても、まだ余震が続いておりましたので、こ

の昼の避難につきましても、登録者の方に限らず、民生児童委員の方が把握されて

いる見守りが必要な方等については、民生児童委員自らが確認、連絡等を取って、

避難所に自主避難されますかというような確認も、その日の夕方ぐらいまでに取っ

ていただいたところでございます。もちろんその中には福祉課の職員のほうも入っ

て対応いたしました。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） きちんとそこの確認がまた戻ってくるような連携があった

のなら、それはもうそれで十分と言っていいか分からんですけれども、よかったと

思います。この見守りとか確認は、お願いして、お願いされただけで、一方通行で

終わったら何の意味もないと思います。きちんとそのお願いされて、またその報告

を受けて、確認ができて、やっとそれで出上がりかなと思いますので、そこまでで

きていたということであれば、これはもうきちんとできているんだなと思って、い

いことだと思います。

それから、４番目の避難所に関してですけれども、今、説明があったように、こ

こに自分も避難所の資料を手にもらっております。この福祉避難所と４カ所、各校

区に１つずつ介護施設をここにお願いされてあるわけですけれども、ここはもうき

ちんと契約とかは結ばれておるんでしょうか。
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○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） ２６年１１月に南関町内の４つの福祉施設と町とで、災害

発生時における福祉避難所の設置運営に関する協定書というものを締結をいたして

おります。先ほど町長の答弁にもございましたように、それぞれの校区に１つずつ

福祉避難所の設置をすることができるというふうになっております。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） そこの福祉避難所は、今回は避難してくださいというとこ

ろで、自主避難の場所としては、そこは発表はされなかったんですかね。介護を持

っている方とか、福祉介助の手が必要な方たちが避難される場所としての発表です

けど。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 今回、避難所の開設につきましては、１４日の前震におき

ましては、災害対策本部を設置するとともに、役場、公民館、それからふれあい広

場、第三小学校、南町民センターと、自主避難所として開設をいたしたところでご

ざいます。その際は福祉避難所という開設は行ってはおりませんでした。ただ、次

の１６日の本震、１時２５分の本震が起きた後ですけれども、避難所の開設を行っ

ております。そのときは役場公民館、それからふれあい広場、第三小学校、南町民

センター、四ッ原集会所を開いておりますし、その後、交流センターを２時半に開

設しております。そのときは一時避難所、自主避難所とともに交流センターは福祉

避難所の性質も持ち合わせておりますので、福祉避難所としての開設ということに

なってまいります。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 今、総務課長の答弁にありましたように、交流センターを

１６日の地震時に福祉避難所として開設いたしまして、担当職員に加えまして、町

の保健師１名をそこに配置したところでございます。

それと、今回の地震で町から拠点的福祉避難所の開設の要請は行っておりません。

先ほど町長が申しましたように、これはより専門性の高いサービスを必要とする方

を収容するということで、高齢者施設などを事前に選定して、災害時に必要になっ

たとき、指定をした施設に、必要に応じて開設を要請するというものでありますの

で、今回は町ではその必要がなかったということで、開設をしなかったということ

になります。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 先ほども言いましたけれども、自分がふれあい広場に避難

所に行っていた場合、そこに要介護の２と３を持っておられる御夫婦の方が、子ど
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もさんと来られました。一応その本人にはこういうことで一般質問で例として出す

けれどもいいかということで尋ねたら、いいよということで言われましたので、こ

の場で、名前は出しませんけれども、例を挙げているわけですけれども、誰もその

介護士の資格を持っている人もいなかったから、２人を車から避難所の畳の上まで

連れて行くのに結構時間がかかりました。ケガでもされたら、それこそ資格を持っ

てない人たちが運び入れて、周りも大変だったと思いますけど、その避難されてき

た要介護を持っておられる方が一番やっぱりつらかったんじゃなかろうかと思い

ます。もうみんなに迷惑かけてねて言いなはるものだけんですね。だから、その福

祉避難所として、この拠点的福祉避難所を要請してあるのであれば、ここにまで電

話を入れて、こういう方がそんなに介護の認定が高い人とか、寝たきりとか、そう

いうのではないけど、もうこういう方が来られたら、まずそっちのほうで受入れは

可能でしょうかということを一応確認してもらえれば、それを各自主避難所に言っ

てもらえれば、そういう方が来られたときに、あっ、こっちのほうは拠点的避難所

として開設して、受入れが大丈夫ですから、そっちに行ってもらっていいですかと

言えば、本人も、当事者の人も、避難所におる人もつらい思いをしなくて済んだん

じゃなかろうかと思うんですけれども、これはやっぱり無理なことやったんですか

ね。そこをちょっと教えてください。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 先ほど申し上げました協定書に基づきますと、対象となる

方は福祉施設や医療機関に入所又は入院するに至らない在宅の要配慮者で、一番の

避難所生活において何らかの特別な配慮を必要とするものをいうというふうにされ

ております。この福祉避難所は、今起きております益城町等において一時避難が終

わった後、継続的に避難するときに、何らかの手当が必要な方あたりの福祉避難所

が足りないというニュースがあったかと思いますが、ちょっと長めになる方等が町

の福祉避難所で入りきれないというところに対してのこの避難所ではなかろうかと

いうふうに考えるところです。緊急的に避難される方につきましては、やはりその

まずもって南関町で１カ所開設します交流センターにお集まりいただきたいという

ふうに思うところです。事前にこの協定に基づきます受入れの要請は、事前にその

書面をもって受入れを要請するというふうになっておりまして、その回答がないと

そちらのほうには入っていただくことができないような形になっておりますので、

おっしゃられることは分かります。今回、夜中に発生しまして、緊急にお連れした

いという、そういうふうなお気持ちだと思いますけれども、南関町で開設します福

祉避難所、そちらのほうをまず利用していただきたいというふうに思うところです。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。
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○３番議員（井下忠俊君） 一般避難所と福祉避難所の違いは、一般避難所はもうすぐ

そこに担当者が行って鍵を開ければ、そこは避難場所になります。福祉避難所はそ

こに介護士、支援ができる人、又は看護師とかいろんな人がそこに要請して、おっ

てもらわんと、そういった避難所としての機能ができんわけですね。そしたら、そ

こでかなりのタイムラグが発生します。そういったそこに、福祉避難所にそういう

資格を持った人たちを要請して寄ってもらうんじゃなくて、介護施設だったらもう

そういう人たちが当直ででもおられます。そしたら、そこにまず行けば、その福祉

避難所を開設するよりも、そこではるかにタイムラグが縮まると思うんですよ。だ

から、そういった意味でも、これは今言ったから、すぐしてくれとか言うてできる

ものじゃなくて、相手のその施設もあることですから、今後また検討課題として上

げていってほしいとは思いますけど、どうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 今御提案いただきましたように、この協定についてもよく

読み込みまして、お話相手先の福祉施設等とそういうふうなことができるのかとい

うことは話ができるのかなというふうには思います。ただ、民間でそういうふうな

ことで施設を開けておられます。夜、人員がそれほど確保されているかどうかも分

かりません。ということで、そのあたりも含めて話をする必要があるというふうに

思うところです。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） ぜひ話を進めていってもらいたいと思いますし、またそう

いうところを民間のほうに、町のほうでもお世話になるということであれば、そこ

にもベッド、毛布類も、もう決まったしこしかないと思いますので、できればそう

いった緊急時のための必須アイテムとしての毛布ぐらいは町のほうで直接、もうこ

れはいざというときは使ってもらっていいですからお願いしますというような形

の配慮も今後検討していく上では必要かなと思います。それが早急には多分できな

いとは思いますけれども、それであれば普通の一般避難所ですね、ここに自分たち

もそのふれあい広場に行って思ったんですけど、車いす１台あれば、かなり違って

いたなとは思いました。これを普通は使わないから必要ないかも知れんですけど、

そういった避難所として指定している以上、せめて車いすの１台ぐらいは置いても

らいたいと思いますし、テレビで地震の状況を確認してくださいという防災無線の

放送もありましたけれども、テレビのない避難場所もあります。こういったところ

を今後また、より検討してもらいたいと思いますけれども、これはどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 確かに、先ほどおっしゃられたように、車から降ろして中
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にお連れするときに、車いすがあったらまだスムーズにいったんじゃなかろうかと

いうことでございます。役場には今２台、車いすを玄関に置いております。ほかに

も社会福祉協議会等にも車いすがあるかも知れません。そのあたりについて避難所

を開設するときに、それを持っていくということも考える必要があるのかなという

ふうに思うところです。そのへんはまた社会福祉協議会あたりともお話をしていき

たいというふうに思います。

それから、テレビというお話がございました。確かにテレビがあるところ、ない

ところがございますけれども、情報収集には避難してこられるときに、車とかなら

ばラジオが付いているということもございます。今、電話とか持っておられる方に

ついてはテレビが映るものも持っておられると思います。なかなかテレビを常設、

いつも置いておくということが果たしてどうなのかということもございますので、

そのあたりは検討していきたいというふうに思うところです。

○議長（酒見 喬君） 質問の途中ですけれども、１０分間休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後２時００分

再開 午後２時１０分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き一般質問を続行します。

質問の番でしたので、これを続行してください。３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 避難所に関しても、いろいろ答弁いただきまして、今回の

ことを機にさらに前向きに利便性の叶うような方向へ持っていってもらいたいと

思います。

１６日の本震の後も余震が続いたわけでありますが、夜が怖くて、やっぱり家へ

入れないという人がおられましたけど、そのときの行政の対応はどうだったんでし

ょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 本震の後の余震に対する対応ということでございますか。

避難所を開設いたしましたのが１６日の１時３５分でございました。その後、朝の

７時２５分には避難所に人が、もう自宅に帰られる方が増えまして、ゼロになった

ところを統合しまして、５カ所に統合しております。その後、１７日の正午に役場

に１カ所に統合しております。避難所がたんだん減ってきましたので、もうどなた

も帰られるということでございましたので、役場の１カ所に統合いたしております。

ただ、今おっしゃられたように、車の中に避難されている方等もおられたと思いま

すので、その後、２０日、ちょっと時間が空きまして、２０日から避難所、これは
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夜間のみですけど、役場に避難所を開設をいたしました。２０日と２１日は役場、

それから２２日と２３日は交流センターに避難所を開設し、夜の不安ということに

対応するための避難所を開設したところです。以上です。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 自分もやっぱり夜怖くて、もう行くところがないという声

も聞きました。今回は、また避難所を夜でも、夜間空けてもらえたことは、非常に

早い対応だったなと自分は思っております。今回もこれは本当にいい教訓になった

と思いますので、いろんな立場の人がおられますし、またいろんな角度からいろん

な人を見ながら、臨機応変に対応を、今後もしこういう震災があれば、地震に限ら

ず、ほかの災害があったとしても、そういう目で進めていってもらいたいと思いま

す。

最後ですね、今回の地震を経験した上でですけど、何か課題点が、今後こういう

ことをやっていかなければいけないとか、そういうのがもし何かあれば、それを言

ってもらいたいと思いますけれども。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 先ほど町長の答弁にもございましたが、想定していない、

また想定している以上の災害が起こったときには、そのときに判断する必要が出て

くるということでございます。いろいろな情報等を取り入れながら、今回の災害に

ついての検証も交えながら、これから先、この防災計画等については、やはり改定

を図っていくということになってくるかと思います。以上です。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 福祉課といたしましては、今回経験いたしました地震を通

しまして、改めて気づいたこともありました。特に情報伝達の難しさというか厳し

さと、それから正確な情報の伝達も含めて、なかなか難しいというところを感じま

した。また、その中でも地域の方の民生委員さん、区長さん、自主防災の方ですね、

地域の方の協力というのが日頃から、そういった協力体制づくりが改めて大切なん

だなということを感じました。要支援のほうの担当といたしましては、先ほど質問

の中でも出ました名簿の整理、それから要配慮者の方の登録を進めていかなければ

ならないというふうに感じた次第であります。以上です。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 先ほどの答弁の中でちょっと漏れておりましたので補足し

たいと思います。

実は、社会福祉協議会における取り組みということで報告をいただいておるとこ

ろです。その中で民生委員さん等からのいろいろな言葉をいただいております。そ
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のへんもやはり防災対策について活かせるものは活かしていきたいというふうに

思うところです。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） ありがとうございます。

今回、地震が本当に被害がなくてよかったんですけれども、これを教訓にこれか

らがまだ新たなスタートという気持ちでネットワークづくりに構築していってほ

しいと思います。

１つ、教育課に尋ねたいと思うんですけれども、地震後、非常に車が増えました。

南関インターから乗り下りする車があって、ふだん通らない人が南関町を通ったり、

もうふだんの倍とはいわないぐらいになったんじゃないかと思います。４月１４日、

１５日、１６日、まだ小学校・中学校の入学式があって間もない頃です。特に小学

校１年生は怖かったろうと思いますけれども、中学校１年生もまだ自転車の乗り降

りがうまくいかない子も、ふらふらしながら行っていました。こういうことで教育

課から各学校に通じて、こういった状況は何か注意を促すようなことは言われたん

でしょうか。

○議長（酒見 喬君） 教育課長。

○教育課長（島﨑 演君） 教育委員会、また学校のほうから、各児童、保護者の方へ

の注意等についてだと思います。前震、それから本震がございましたけれども、１

４日の午後の前震の後、１５日の朝の登校に関しましては、町の道路のパトロール

の情報、それから各学校で先生方が独自に通学路等を点検をしていただきました。

その情報を総合して、各保護者の方に教育委員会のメール等を通じて促しをし、十

分注意して登校されるように流したところでございます。点検の際につきまして、

特に大きな問題はなかったということから、そういうメールで促しをしたところで

ございました。

本震の後の１６日につきましては、土曜日ということで小学校は授業参観の計画

でしたけれども、取りやめて休業日ということでいたしたところでございました。

その後の車両等の通行量が多くなったことに対しての注意につきましては、教育

委員会のほうから各学校のほうに連絡をし、各学校の現場から十分登下校の際は注

意するよう児童生徒、それから保護者の方に連絡をいたしたところでございます。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） 今回の交通量の増え方は、本当に異常だったと思います。

毎年、春と秋には交通安全週間でキャンペーンを張って、町も職員さんも一緒に、

学校も先生も保護者も一緒になって、各交差点等で旗を持って子どもたちの安全の
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見守りがあっています。これはそのとき以上だったと思います。こういうときこそ、

こういうのをやっていかんと、ただもう言葉は悪いですけれども、その秋と春の交

通安全週間のときに帳面消しで、ただ立つんじゃなくて、こういう異常事態のとき

こそ動いてもらいたいなとは思いました。担当課は、交通安全対策に対しては総務

課になると思いますけれども、こういう場合は課をまたいででも、どっちからでも

声を上げて、誰のために何をするかということで判断して、やっぱりこういうこと

にも動いてもらいたいなと思いますし、今後もそうあってほしいと思いますけれど

も、そのへんはどうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 今の御指摘ですけれども、やはり議員がおっしゃられるよ

うに、課を越えて、そういうような体制がされたら、やはり有効ではなかろうかと。

実際、車が異常に多かったということは記憶しております。新学期が始まってすぐ

ということでございますので、運転者に対する注意、それから児童生徒に対する注

意ということで、そのような体制は計画の中にも入れていく必要があるのではない

かというふうに思うところです。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） ぜひお願いします。

今までネットワークについて、大体質問をやってきたわけですけれども、最後に

町長、町民の生命・財産を守るために、もうすべての責任は自分が取ると、そうい

うふうな気持ちで、今後こういった震災には対応してもらえますか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 私はいつも会合の中でも申し上げておりますけれども、このよ

うな災害等に対しまして、危機管理においてはトップである市長村長が全責任を負

う覚悟をもって陣頭指揮を執る必要もあると思いますし、やはり初動体制、そして

確実な情報の収集党も含めまして、避難所についても一緒です。空振りを恐れない

ような避難所の開設、そういったことをやりたいと思っておりますし、個人情報の

問題もいつも言われますね。今回の名簿もですけれども、何が一番大切かというこ

とは、人の命でありますので、その命を守るためにはそういったものも含めて進ま

なければならないときもありますので、全責任をもって対応していきたいというふ

うに考えます。

○議長（酒見 喬君） ３番議員。

○３番議員（井下忠俊君） ありがとうございます。ぜひそういう意気込みで、もし何

かあれぱやってもらいたいと思います。

それでは、もう時間ですので、まとめに入ります。一口に災害といっても、そこ
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にはいろんな災害の種類があり、いろんなことが起こります。これでもう対策とし

ていいということはまずありません。今、自助・共助・公助という言葉が頻繁に聞

かれますけれども、大きな目で見れば、この南関町自体が１つの自助として動くこ

とができるよう、本当にネットワークをつなげて、１つのものとして動きができる

ように構築していってもらいたいと思っております。

これで、自分の一般質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（酒見 喬君） 以上で、３番議員の一般質問はすべて終了しました。

続いて、４番議員の質問を許します。４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） ４番議員の立山です。

今回通告しておりました福祉バスの運行について一般質問したいと思います。南

関町には、福祉バスなり、また乗合タクシー、また公共バス、うから館のバスとか

いろいろ走っておりますけど、その中でこの福祉バスの運行コースなり、また乗車

状況、また町民からの不満とか、そういうのがいろいろ出ていると思いますけど、

そのへんにつきまして質問したいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） ４番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） ４番、立山秀喜議員の福祉バス運行についての御質問にお答え

いたします。

福祉バスは、南関町の公共施設を利用するときに公共交通機関に乏しい地域の住

民に対し交通手段の確保を図り、住民間の交流を深める機会を提供することを目的

として運行しているものでございます。

まず、①の運行コースはどのようなコースをとっているかとの御質問ですが、南

関地区、賢木地区、大原地区、坂下・四ツ原地区の４つの運行経路に分けまして、

１日に２つの地区を運行し、各地区とも２日に１回運行しております。月曜、水曜、

金曜が賢木地区、坂下・四ツ原地区で、火曜、木曜、土曜が南関地区、大原地区と

しています。コースは、南関地区が関東から関外目を通りうから館へ、賢木地区が

長山から宮尾、古小代の里広場、今から高久野、細永を通り、久重に行きまして、

うから館へ、大原地区が西豊永から東豊永、肥猪、相の谷、向原、交流センターを

通り、うから館へ、坂下・四ツ原地区が米田から大場、八田、上南田原、田原、旧

坂下農協前を通り、うから館へというコースで運行しています。

次に、②の乗車状況はどうなっているかとの御質問ですが、今年の４月の利用者

は３人、５月の利用者は６人でございます。ちなみに、昨年の同月では、４月が２

６０人、５月が２５９人でございました。

次に、③の町民からの不満は出ていないかとの御質問ですが、４月からというこ

とでございますと、利用者の方が少なく、その方々からはお聞きしておりません。
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ただ、住民の方からは「福祉バスを見かけるが、誰も乗っていなかったり、１人ぐ

らいしか乗っていない」、「利用者が少ないのであれば小型化していいのではないか」

というような御意見はお聞きしております。

次に、④の今後の対応はどうするのとの御質問ですが、現在の利用状況から考え

ますと、事業の廃止を含め、検討しなければならない時期に来ているのではないか

と思っております。しかし、少ないとはいえ、必要とされている利用者はおられま

すし、高齢化が進んでいること等も踏まえながら、公共交通機関に乏しい地域の住

民に対する交通手段の確保を図っていかなければならないと考えております。

町では、昨年から予約型乗り合いタクシーの事業も始めて、利用者も増えてきて

いますし、この事業も含め、今後の町内の公共交通をどのようにしていくのか、十

分検討した上で、対応していきたいというふうに考えております。

以上、お答えしまして、この後の質問につきましては自席からお答えさせていた

だきます。

○議長（酒見 喬君） ４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） それでは、まず運行コースの件ですけど、週に２回、各校

区を２日回っているということでございますけど、まず時間のほうの連絡とか、そ

のへんはどのようになっているんですかね。また、今、町長から各コースをずっと

言われましたけど、時間的に何時何分にどこ、何時何分頃どこというような、その

へんまでの徹底とか、そして最後はうから館という、うから館が前は福祉のあれや

ったけんですね、そこが起点になるんだと思いますけど、ほかの公共施設ですよね、

交流センターとかいろいろありますけど、そのへんまで回っていくような計画とか

何とかしてあるのか。何しろ乗る人数が少ないので、そのへんの連絡徹底とか、そ

のへんはどこまでできているかちょっとお尋ねしたいと思います。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 福祉バスの運行につきましては、運行時間ということです

けれども、これはもう以前から福祉バスが始まった時期から、もう平成１２年から、

うから館のときから始まっていると思いますけれども、町で直接福祉バスを運行し

出したのが、多分２０年頃要綱を作っておりますので、その頃からコースはほとん

ど変わっておりませんので、月水金の坂下地区を８時半に役場を出て、あと巡回す

るコースというのは、これまで広報紙に以前載せられていたことがあったり、乗合

タクシーのときに確か広報紙に「福祉バスを運行してします」という広報も載せた

ところでございます。利用者の方は３月までの運行につきまして、通る時間という

のはもう大体決まっておりますので、その時間を乗る時間として認識されているも

のだというふうに思っております。
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交流センターのほうには、途中で寄るように、交流センターの入口には寄るよう

にしております。南関地区のときは回っておりませんが、坂下地区のときは現在の

予定では９時５２分に交流センター入口、それから別の日の大原地区のときは１０

時に交流センター入口というふうに現在は予定をしているところでございます。以

上です。

○議長（酒見 喬君） ４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） 時間の、止まるバス停というですかね、そのへんは町民に

対しての徹底というとは、ただ広報とかでしてあるということですけど、なかなか

みんな把握していないんじゃないかと思うんですよね。それと、やはりコースもう

から館に行くとか、ほかのところもいろいろ回るような、そういう連絡なんかも町

民にやっていただかないと、全然乗らんとじゃなかろうかと思うとですよね。それ

で、この１番、２番一緒になりますけど、乗車状況もちょっと４月が３人、５月が

６人ということですけど、この３人と６人ですね、どこから乗って、どこで降りら

れたんですかね。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） ４月の３人の方は、確か南関地区の方が２回ですね。それ

から、賢木地区になりますけれども、久重のほうから乗られたか、あるいは帰りに

乗られたか、どちらかですけれども、そういうことでございます。それと、５月に

つきましては、賢木地区の方が４回、それから坂下・四ッ原地区の方が２回という

ふうに利用されているところでございます。

○議長（酒見 喬君） ４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） じゃあ乗られて降りられたのは、ほとんどうから館という

ことで理解してよろしいですかね。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） はい。帰りに利用されたときは、うから館から近くの停車

地まで、来られるときはうから館で最終的には降りられますので、あとうから館に

行かれたり、関町の商店街の中に行かれたりはされていると思います。

○議長（酒見 喬君） ４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） それで、要は福祉バスは朝は８時半から動き始めて、夕方

が４時ぐらいまでですかね。その中で例えば４月に３日しか乗らんやったというこ

とは、ほとんど空のままずっと動いとるということですたいね。そのへんについて、

住民が乗らないとか、その空のまま運行しよっての状況について、町長なり、福祉

課長なり、どう思われますか。

○議長（酒見 喬君） 町長。
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○町長（佐藤安彦君） 昨年の同時期と比較しますと、２６０人、２５９人に対して、

３人、６人ということですので、これはもう比べものにならないぐらい少なくなっ

ているわけですけれども、原因といいますのが、うから館のバスが同じようなコー

スを運行しておりますので、そちらのほうに乗られるということがありまして、現

在のところはそういった少ない人数になっております。非常に残念でありますけれ

ども、冒頭の御挨拶で申し上げましたとおり、将来的には全体的に見直しもという

ことで、交通体系についてはいつもお話させていただいておりますけれども、うか

ら館のバスが同じようなコースを運行していただくということであれば、福祉バス

の必要はないと思いますし、また議員が提案いただいております、ほかのコースを

使うということであれば、またそういったことも含めて検討しなければならないと

いうことで、少ない人数になったことを受け止めながら、そういった検討をしてい

かなければならないというふうに考えております。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 利用される方が少ないというのは、町長が申し上げました

ように、第一はうから館のバスが同じく４月から、しかも４つのコースを回られて

いるということを、その後、次の翌週に知りまして、そういう理由だったんだとい

うことは感じました。利用者が少ないということなんですけれども、運行はどこで

乗られるかも分かりませんので、しばらくは継続しようということで、担当課とし

ても考えて、利用者の状況はもう町長のほうにも途中で随時報告をしておりますの

で、検討をどの時点かでしなければいけないということは考えているところでござ

います。

○議長（酒見 喬君） ４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） 私たちも公共バスが空気を運んでいるという、西鉄とか、

あれが空気を運んでいるというようなことは、いろいろ委員会とか何かで出ますけ

ど、その中でもやっぱり出たときはもう廃止せないかんとか、そのへんの話がやっ

ぱりいっぱい出るんですよね。この福祉バスにつきましても、ほとんどもう空気を

運んでいるような状態ですたいね。そして、１日、空を乗り回していって、どぎゃ

んですかね、経費的に月どれくらいかかるごたるですかね。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） ４月以降の分で申し上げますと、そう変わりはしないんで

すけれども、委託料と、それからガソリン代、定期点検料というのが通常の経費だ

と思いますので、その３つを合わせて、４月の運行費用が１９万１,１００円、５月

の運行費用が１７万９,１５０円となっております。あと、このほか任意保険とか、

車検の費用とかはまた別個になっております。ちなみにですけれども、２７年度、
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昨年度の運行費用は大体２６０万円程度、修繕費等も入っておりますので、二百五、

六十万程度で年間運行しているということになります。

○議長（酒見 喬君） ４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） 月２０万円弱ぐらいの経過がかかっているということです

けど、これは何かすぐにどうせれというとはちょっといけませんと思いますけど、

やっぱりちょっとおかしいですよね、見よってですね。どがんかやっぱりせにゃい

かんじゃろうとは思います。それで、乗る人間が増えれば、別に月に１００人でも

乗ればいいかも知れませんけど、やはり３人とか６人とかではちょっと話にならな

んですよね。

それと、この費用も運転手の委託料とか燃料費、いろいろありますけど、何で町

民がこれに乗らっさんか、皆さん何か聞かれたことがありますかね、町長も課長も。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 私は、直接そういった原因についてはお聞きしておりません。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 利用されないのは、先ほど申しましたように、うから館の

ほうが先に回られて乗せていかれるということが第一だと思っております。うから

館を直接利用の方じゃない方が、時間も含めて、月に何人か利用されているのが主

なところだと思います。あとは、運転手の方が今回委託が代わりましたので、その

へんの不安とか、住民の方は運転手が代わられるということであるのかなとは、そ

ういう声を間接的にお聞きしたことはありますけれども、運転はきちんとされてい

ると思いますので、利用者の方が少ないのはうから館のバスのほうが先に回ってい

るのが一番大きいのかなとは思っているところです。

○議長（酒見 喬君） ４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） バスを利用されていた方から話を何人か言われたんですけ

ど、みんな怖いと言うんですよね、運転が怖いて。だから乗りたくないて言うんで

すよね。それで、その結果、御存じだと思いますけど、車がかなり傷ついているよ

うな感じがしますけど、止まっているときちょっと見れば、バンパーのところを打

ち当てとるとか、何かこすったくっとるとか、そういうのを町民の方々はみんな見

ているんですよね。それで、みんな怖いと言って、乗りたくないと言うんですよね。

以前の運転手さんがよう知った方やったですけど、よう乗ってくれる人はみんな比

べられるんですよね、前の人と。そして、みんな怖いと言って、あれじゃ乗れない

というのが、みんな本音でそう言われるんですよね。そのへんの教育なんかはどん

なふうにやっているんですかね。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。
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○福祉課長（北原宏春君） 福祉バスの運転者の業務委託に関しましては、４月１日か

らということで３月末に新たな方と、４月１日から契約をしていますが、３月末に

お願いする方向で決定をいたしまして、運転経験が免許は持っていらっしゃいます

けれども、運転経験がないと、不慣れということで、どのような引継ぎをしていく

かということでこちらのほうも考えまして、３月末には委託者の方はもちろんです

が、担当者もその当時の運転手の方に同乗等をしてコースを覚えたりしていただき

ました。それから、４月１日から、金曜日でしたけれども、その運転の開始後も１

日からすぐに運転というわけにはいきませんので、シルバーのほうにもお願いいた

しまして、シルバーの方が最初運転して、それに同乗して、それから福祉課の課長

補佐のほうも同乗いたしまして、少しでも利用者の方に安心していただけるように

ということで努めたところですけれども、４月１日からもう利用者はいらっしゃら

なかったということであります。車体の感覚等に慣れていらっしゃらないところと

いうのは、もうどうしても最初ですのであられるということで、またうちの福祉課

の職員のほうも乗った感想をお聞きいたしましたら、慎重に運転されているという

ことで報告を受けたところでございます。

○議長（酒見 喬君） ４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） やっぱりバスの運転手さんという人は、人の命を預かって

おりますので、やはり乗客の方が不安を持っていたら、やっぱり乗らんとですよね、

みんな。確かに運転が初めてなら、やっぱりある程度練習せんなら、どこそこ打ち

当ててさろいて運転したら、やっぱり乗んなはらんですもんね、みんな。それで、

そのへんばやっぱり考慮して、やっぱり運転手さんもしていただかにゃいかんし、

どうも見よると、うから館のバスの後ろをずうっと回って行ったりとか、やっぱり

それじゃお客さんは全然乗らんとですよね。特にもううから館の人たちがよう詳し

かもんだけん、それに乗ってさろかすしですね。それで乗客が増えるということは

まず考えられないと思います。やはり先ほど町長もちょっと言われましたけど、コ

ースを変えるなり、何か違うことをしないと、恐らく増えんと思います。愛嬌がよ

くなったりとか、腹かいたごつして乗りよったって誰も乗らんですよ、やっぱり。

そのへんの教育とかコースとか、もうちょっと変えて、それを町民に知らせる必要

があるんじゃないかと思います。そして、やはりうから館だけじゃなくて、ほかの

公共施設のところで行けるような、そのへんの調整なんかも十分やっていただいて、

それから初めてバスの人間が増えてくるんじゃないかと思います。そのへん、課長

も町長もどのように考えられるかお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 運転手の技術の問題につきましては、先ほど福祉課長が言いま
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したとおり、これまでの経験がまだ少なかったということでございまして、少しず

つ慣れてはいくかと思います。そういったことで、それは愛嬌の問題もございます

でしょう、なかなか個人的なことがありますけれども、そういったことができるよ

うに指導していきたいと思います。

それと、コース等につきましては、議員、今の御提案のとおり、コースについて

も検討しますし、曜日が１週間に３日ずつですので、その逆の曜日を使ったり、入

れ替えてすれば、町民の方はすべての曜日が使えますので、そういったことも含め

て早急な検討ができるようにしたいと思います。

○議長（酒見 喬君） ４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） やはりこれも１つの町からのサービス事業でございますの

で、どうにか乗客を増やすような方策を取っていただきたいと思います。それと、

先ほど言いよりました経費の問題ですよね。委託料等いろいろな経費を合わせて、

年間２６０万円ぐらいやったですか、昨年で。これだけかかっとるということで、

このままこの１年間を乗り切っていっても、約２５０、６０万の無駄銭ですたいね、

要は。人間は乗っとらんとやけんですね。それをやはり町民からいただいた税金で

ほとんど賄うとだけん、これをこのままちょっと、まあ１年間はどがんか分かりま

せんけど、町長の考えでは廃止するかどうかをちょっと検討せにゃいかんというよ

うな考えを先ほど言われましたけど、実際これはもう私としてはもうほとんど無駄

じゃなかろうかと思うんですよね。もうよければ早くでも、１年経たんうちでもや

めるべきじゃなかろうかと思います。ただ、委託で雇っておりますので、ただ条件

としてバスの運転手ということになっているかも知れませんが、その方をほかのと

ころでの仕事の委託ということはできないかですたいね。そのへんどぎゃんですか

ね、町長。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） この契約につきましては、期間は１年契約としておりますけれ

ども、運行ができない事情が発生した場合には、それは契約が途中であっても切る

ことができるんじゃないかなと思っております。ただ、いつの時点でこの事業を廃

止するとかと、それは今からの、まずは先ほど申しましたとおり、曜日の変更とか、

そういったものをやってみて、それでもそういったことで住民の皆さんがうから館

のバス、あるいは予約型乗合タクシーも１０月から動いておりますので、そういっ

たもので今回の福祉バスが必要ないということであれば、その１年間を待たずにも、

そういう廃止の検討に入ってもよろしいんじゃないかなと思います。

○議長（酒見 喬君） ４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） やはり今、町長の考えが言われたとおりですよ。やっぱり
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合わなければ、早めにでも切る必要があるんじゃないかと思います。やはり町の財

政も楽な財政じゃございませんので、切られるところは早めにそういうような対策

をとっていただきたいと思います。

それと、今回この福祉バスの修理とか車検が、もうやがて来るんじゃないかと思

いますけど、これもかなり今度修理とかでかかると思いますけど、以前、福祉バス

を運転された方に聞きよったんですけど、何かもし傷つけた場合は自分で何かその

修理費は出さなんとか何とか言われたんですよね。それはまずなかやろうと、保険

とか何とかいろいろあるけんが、そういうのはないだろうとは私も言ったんですけ

ど、そのへんどぎゃんなっとるですかね。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 福祉バスも町の庁車でございますので、総務課で一括して

同じ保険に、バスの保険に入っているところでございますので、事故に遭われて、

自分で出されたというのが何なのか、ちょっと私は分かりませんけど。今回の傷が

入っている部分につきましても、保険のほうで出るようにしておりますし、ちょっ

と確か明日から修理に入る予定でおります。

○議長（酒見 喬君） ４番議員。

○４番議員（立山秀喜君） この福祉バスにつきましては、いろいろ住民からも話があ

りますし、これから続けていこうがやめようが、いろいろちょっと問題があるよう

ですので、十分検討されて、やめるならやめる、続けるなら続けるということで、

早めに検討していただいて、恐らくやめるほうが強かっじゃなかろうかと思います

けど、早めの決断をしていただきたいと思います。やはりどうしても金がかかって

おりますので、そのへん十分考慮していただきまして、続けるなり、やめるなり、

よろしくお願いいたしたいと思います。

以上で質問を終わります。

○議長（酒見 喬君） 以上、４番議員の一般質問は終了しました。

続いて、１番議員の質問を許します。１番議員。

○１番議員（立山比呂志君） こんにちは。１番議員の立山比呂志です。ただいまから

一般質問をしたいと思います。

去る４月１４日の前震、１６日の本震と、熊本地震で亡くなられた方々の御冥福

をお祈りしますとともに、被災された皆さま方に心よりお見舞いを申し上げます。

ちなみに、私の友人も家の半壊・全壊と被災し、避難生活をしている者もいます。

被災されている皆さまが通常、いつもの生活が戻られるよう、一刻も早い復興を望

んでいます。

こうした中、災害ごみ処理ということで、熊日新聞に町の建設した産業廃棄物管
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理型最終処分場エコアくまもとの記事を見られた皆さまも多いと思います。こうい

う記事です。私もこの記事を読み、少し心配になり、現在はどのような状況だろう

と思い、去る６月７日の夕方、エコアくまもとに見学に行き、状況を尋ねてきまし

た。この新聞記事では、４月２８日から５月７日まで、トラック３６０台、２,６

４６トンという処理がありました。新聞を見られた方は分かると思いますけれども、

新聞の底面の３分の１程度が広げられて埋まっていましたが、私が行った６月７日

までには１,３０６台、９,３３０トンの搬入があり、ほぼ全面に瓦、瓦れき類が敷

き詰められていました。スレート、石膏ボード等は別に山積みになっていました。

１４日、１６日の２回の地震の中、深夜にも関わらず、町長をはじめ、各課長、

各関係職員の皆さまには登庁され、避難された町民の皆さんの対応など、大変お疲

れ様でした。その状況の中で具体的にどのような対応をされたのかお尋ねします。

そして、各地区に自主防災組織がありますが、地震時、どのような活動報告等が

あったのかお尋ねします。また、町消防団に出動要請が出たみたいですが、どのよ

うな消防団活動が行われたのかお尋ねします。

それから、前に質問したことがありますが、町道、まだまだ緊急車両が進入でき

ない町道が多いようです。道路拡張の工事などの進捗状況をお尋ねします。

次に、ふるさと納税についてですが、目標額を約１億円としている南関ふるさと

応援団の取り組みについてお尋ねします。

あとは自席より質問をしたいと思います。よろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） １番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） １番、立山比呂志議員の、町の防災対策についての御質問にお

答えいたします。

まず、①の熊本地震発生後、町の対応はどのようだったかとのお尋ねですが、９

番、山口議員の御質問に対する答弁と重なりますが、町は職員の参集後直ちに災害

対策本部を立ち上げ、情報の収集に努めたところでございます。

まず、１４日の前震発生時ですが、対策本部設置後、各校区に１箇所の緊急避難

所を開設いたしました。参集いたしました職員は２０名で、避難所開設の周知につ

きましては、防災行政無線及び青パトにより行いました。避難者の合計は３０人、

被害報告はございませんでしたので、１５日１時に本部体制を縮小し、６時から町

内巡回を行い、１２時に対策本部を解散しております。

次に、１６日の本震発生時については、深夜の発生でしたが、前日の地震よりも

揺れがひどく、大きな被害が発生している恐れがあったため、対策にあたった職員

は、避難所運営も含めて８３名でございました。避難所につきましては、最初、役

場、公民館、ふれあい広場、第三小学校、南町民センター、四ツ原集会所に開設し
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ましたが、その後、交流センター、うから館、ふるさとセンター、第二小学校を追

加して開設いたしました。中には独自に避難所を設けられた地域もあったとの報告

もいただいております。

避難者は、一番多い時で２６２人でございましたが、駐車場に避難された方もお

られ、確認できた以上に、多くの方が避難されていたものと思われます。

その後、明るくなってきたところで、避難所を後にされる方が多くなりましたの

で、避難者がゼロになった避難所を閉鎖し、５カ所にいたしました。

要支援者の安否確認においては、区長さんや民生児童委員、自主防災組織の方々、

近所の方々の御協力を得ながら行われ、６時３０分にはすべての方が無事であると

報告を受けたところであります。

次に、②の各地区、自主防災組織の活動や各部消防団の活動でございますが、去

る５月１７日に開催しました自主防災組織連絡協議会総会において発表されまし

たが、地震発生後、区長さんや民生児童委員、自主防災組織の方々を含めて地域全

体で、訪問による安否確認の声掛けなどが行われたとのことでございました。また、

消防団も団長の指示の下、被害がないかの確認や、要支援者の安否確認活動などを

行っております。

次に、③の町道拡張計画の進捗状況について尋ねるについてお答えいたします。

以前、議員お尋ねの防災対策についての緊急車両が通行できる道路改良対策につい

ての御質問の中でお答えいたしました、幅員２.５メートル未満を含む緊急車両が

入られない路線の中で、拡幅工事を実施又は計画している箇所についての、その後

の進捗状況についてお尋ねのことと思いますが、前回お尋ねの時点で、工事施行中

であった３路線につきましては、２路線の約４５０メートル、冷水線、そして灰坂・

前平線が完了しており、残り１路線、中原線が用地の関係で現在も工事継続中でご

ざいます。

町道の拡張事業につきましては、地元からの要望を受け、精査し、事業計画を行

い、用地取得までに３年から４年、工事に約２年から３年かかるなど、併せて早く

ても５年から７年の長い期間が必要でございます。なかなか進捗しないのが現状で

ございます。

幅員が狭く、防火・防災面で対策が必要な未整備箇所はまだまだございますが、

これを短期間で整備することは、町の財政上簡単なことではございません。短期間

で事業を進めますと、大幅な起債の増加につながり、町の財政計画を大きく圧迫す

ることにもつながります。しかしながら、町民の皆様方が安心して暮らせる環境整

備のためには、時間をかけてでも整備していかなければならないと考えております。

よって、整備を進めていく中で、当面の防災対応といたしましては、緊急車両で
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ある消防車や救急車が通行できる部分と、そうではない部分を明確に把握し、いざ

という時に迅速に対応できるよう備えることが喫緊の課題であると認識しており

ます。

次に、④の防火水槽は町での必要個数についてのお尋ねにお答えいたします。町

が毎年県へ提出している、消防・防災・震災対策現況調査によりますと、現在、町

には２２８基の防火水槽がございます。また、町が３年ごとに消防本部へ提出して

いる消防施設整備計画実態調査では、消防水利を整備すべきエリアの算定数を１１

８としております。それに対しましては、整備数が８７でありまして、整備率は７

３.７％となっております。

御質問は、必要個数はとのことですが、整備すべきエリアが３１ございますので、

少なくとも３１基の防火水槽が必要であると考えますし、水利のないエリアにおけ

る整備を進める必要があると考えております。

次に、ふるさと納税についてのお尋ねにお答えいたします。町は、平成２０年度

から、ふるさとなんかん応援寄付金として事業に取り組んでおります。総務省によ

る制度創設当初は、自治体の大きな財源である住民税の偏在を是正する一助として

位置づけられており、ふるさとを応援したい方が寄付を行うことで、結果的に財源

が移動するものでございました。近年は、制度改正による手続きの簡素化や、返礼

品の多様化もあり、とある自治体では２０億円を超す寄付金が集まるところも出て

まいりました。

町の寄付金の推移を申し上げますと、平成２０年が２４件の６７万円であったも

のが、２７年度では２８０件、５３２万円余りに増えております。返礼品を選択で

きるようになったこと、手続きの簡素化によるものであると考えております。

次に、南関ふるさと応援団の進捗状況につきましては、塩山食品社長の塩山治男

氏が会長、花見商店社長で商工会会長の花見洋昭氏が副会長を務められており、役

員として直売所代表者、水稲農家代表者、陶器関係代表者、商店代表者、特産品生

産販売代表者等がおられ、町内の主要産業を網羅した形で組織化されております。

現在、６月末の第１回発送分の応援団団員募集もおおよそ終わり、応援団事務局に

おいて集計中ですので、はっきりした数字はつかんでいませんが、当初発送を予定

していた人数５,０００人より少し少なくなる見込みということは聞いております。

発送については、紹介者名で送ることとされており、ふるさと応援団で準備され

た専用の箱に、広報なんかん、空き家情報、求人情報、ふるさと応援寄付金につい

ての説明チラシ、ふるさと応援寄付金返礼品カタログ、特産品である米２合、南関

あげ等を入れて発送されることとなっております。

団員募集も各地区の区長さん、町内各企業、事業所、役場職員等に依頼されてお
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り、多くの方々の協力が得られたと聞いており、毎年お中元やお歳暮の時期に合わ

せて６月と１０月に定期便として発送されることから応援団募集も随時行われる

こととされています。

準備に係る資金面につきましては、平成２７年度採択、平成２８年度へ繰り越し

の加速化交付金３,４３３万６,０００円を活用し、ふるさと応援寄付金専用サイト

の構築費用、パソコン、会議用テーブル・椅子、事務机、応援団事務所家賃等に使

用することとなっております。事務所につきましては、いきいき村の向かいに塩山

食品さんが建屋を新築されましたが、その建屋を借用されております。

今後システム導入後に、町と南関ふるさと応援団によるふるさと南関応援寄付金

業務委託契約を締結し、本町に寄せられた寄付金総額の１０％をふるさと応援団に

委託料として支払うこととしております。また、寄せられた寄付に対する返礼品と

しては、寄付額の５０％を町の特産品でお返しすることとしており、町の物産振興

や地域づくりに寄与していただける事業として大いに期待するものであります。現

在の進捗状況につきましては、以上のとおりでございます。

以上お答えしまして、この後の質問につきましては、自席からお答えさせていた

だきます。また、詳細につきましては、担当課長がお答えいたします。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） ありがとうございます。

山口議員と井下議員が熊本大震災のことに関してはいろいろ質問されたので、私

はその間というか、されていないところを少しちょっと補足的にしたいと思います。

他市町村への職員の応援のされているとか、数とか、分かればお願いいたしたい

と思います。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 今回の地震による被害につきまして、南関町はそれほどひ

どくございませんでしたが、熊本市、それから益城町、南阿蘇村と西原村、多くの

自治体で被災をされている状況でございます。南関町は、いち早くこの人的派遣等

について取り組むということで取り決めをいたしておりましたが、体制も整えてお

りました。ただ、要請のほうがなかなか出て来ずに、実際動いたのが職員組合のボ

ランティア的な活動、４月の連休で３日ほど続けて１５人程度、復興支援とししま

すか、災害の片付け等の支援に行かれております。今現在は、益城町のほうに罹災

証明の発行や手続き等、入力等に２名体制で毎日出ておるところです。６月いっぱ

い、７月までだったと思います。それと、組合が定期的にまた、派遣先は一定では

ございませんけれども、いろいろな自治体のほうに応援協力に行っているというふ

うな状況がございます。職員の方々には、日頃の業務のある中で御協力をいただい
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ていることに、今、私たちは感謝しているところでございます。

○議長（酒見 喬君） 質問の番ですが、ここで１０分間休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後３時１０分

再開 午後３時２０分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き一般質問を行います。

質問の番でしたので、これを続行してください。１番議員。

○１番議員（立山比呂志君） 南関町の避難者の方の避難所を開設されましたけれども、

他市町村の避難者の避難所を開設するしないといわれていましたけど、そのへんは

どうなりましたでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 今、議員おっしゃられたように、南関町はいち早く、益城

町が一番犠牲になられた方が多かったということで、益城町の避難されている方を

南関町に迎え入れようということで、うから館、それから交流センター、それとホ

テルセキア、合わせて２６０人は収容できるように手はずを整えて、益城町のほう

に問い合わせをいたしまして、益城町はそのとき１１避難所ございましたが、こち

らは全部周知されまして、取りまとめていただきましたけれども、こちらのほうに

来られる方がおられなかったということで、その実現はなかったということです。

ただ、その後、益城町のほうからは、うから館に貸切バスで避難所の方を連れてこ

られて入浴をされて帰っていかれるということが続いておりまして、利用はされて

いるということです。それと、もう一つ御紹介しますけれども、ホテルセキアにお

きましては、熊本地震で避難されている方に、その支援プランとして避難所で窮屈

に過ごしておられる方々に、セキアに自己負担３,０００円で泊まっていただけるよ

うなプランを作られております。そこには町とホテルセキアも支援をいたしており

まして、町は有志の方、農家の方、団体ですけれども、米を提供をいただきながら、

それとまた製菓会社にはお菓子の提供をいただいて、そちらをホテルセキアのほう

にお渡ししたというふうなことがございました。

それと、昨日御連絡がありまして、もともと１００名限定で募集されておりまし

たけれども、もう予約で２５０名になりましたので、それで一応、これで今回のプ

ランは終わりたいというふうな御連絡はあっております。以上です。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） ありがとうございます。

それで、以前、町では南関町防災計画書を各議員に配付されていたということで



－ 6 8 －

すが、現在、配付はないようですけど、その理由はなぜでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 防災計画につきましては、昨日、防災会議を開いておりま

す。今回、なかなか時期的に遅れてしまって申し訳なかったんですけれども、出来

上がりましたのが一昨日ということですので、急ぎ作成して、皆さま方にお配りし

たいというふうに思うところです。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） ありがとうございます。支障がなければ、配付していた

だきたいと思います。

それから、冒頭にちょっとエコアくまもとのことで言いましたけれども、また新

たな情報があればお聞きしたいと思いますけど、よろしくお願いします。

○議長（酒見 喬君） 税務住民課長。

○税務住民課長（菅原 力君） エコアくまもとの受入状況ということで、議員のほう

も先週確認をされたということでございます。こちらのほうにも一応先週の土曜日、

６月１１日時点の搬入状況ということで報告が来ております。搬入総量が９,７４９

トン、搬入車両が１,３７１台、これが１０市町分がこういう形で入っております。

そのうち一番多いのが益城町４,０７０トン、５７７台分、それから次に多いのが宇

城市３,３７２トン、４６２台ということで、この２市町だけで７,４４２トンとい

うことで、搬入された量の７６.５％ほどの量が入っております。そのほか御船町、

甲佐町、それから和水、玉名市、嘉島町、大津町、南関町、阿蘇市の１０市町から、

合わせて先ほど申しました９,７４９トンが搬入されたということで、このうちの南

関町の分につきましても、津留建設さんの資材置場を仮置場として、ほとんどが瓦

類でございましたけれども、そこに集めた分をトラック８台分、２０.３トン、エコ

アのほうに搬入しております。以上がエコアくまもとへの現在の災害ごみの搬入状

況でございます。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） ありがとうございます。

災害ごみで、産業廃棄物ではないので、ちょっとエコアくまもとのほうの所長さ

んも困っていらっしゃるようですが、災害ごみを処分しなければ先に進めないので、

今のところは受入体制をしているということがエコアくまもとの状況でした。

それでは、次にいきたいと思います。各地区にある自主防災組織についての活動

にお尋ねをします。この間、我が区、東豊永区でもちょっと運営委員会がありまし

て、その中で自主防災組織のことで議題になりましたが、東豊永区では家を回って

安否確認をする方々を１０名ほど選んでおります。地震直後は、皆さん恐ろしいの
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で、すぐ家の外に出て、隣同士はすぐ声掛けができるんですけれども、担当してい

るエリアが広いと、なかなか全部を回ることはできないと。夜でもあり、具体的に

どのように活動していいか分からないという声がありました。私たちの集落は１４

戸でありましたが、後輩と２人で分けて半分ずつ回って、小さいエリアでしたので

できましたけれども、そういう大きいエリアではなかなかどのようにして活動して

いいか分からないという報告がありました。それで、そういうこともあり、町がい

ろいろ言われていますけれども、把握している自主防災組織の具体的な活動報告が

あればお聞かせ願いたいと思いますけど。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 先ほど町長答弁でもございましたが、５月１７日だったか

と思いますが、町の自主防災組織の連絡協議会が開催されまして、そこで今回の地

震についても報告がいろいろあっております。組織によっては、やはり凛乎訪問、

それから消防と連携して安否確認した後、避難所に逃げていただくのに消防車両を

使いましたとか、そういうふうな御報告等があっております。やはり民生委員さん

と自主防災組織の救護班等の連携、それから各皆さま方の頑張りで安否確認ができ

ているというふうに思っております。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） もう何回も繰り返すようですが、区長会とか防災会議で

いろいろ町の要望があっていると思いますけど、その要望でやっぱりこれからいろ

いろ自主防災組織を円滑にするようにしていきたいと思います。

それで、南関町の共同参画まちづくりで出前講座というのが４４講義あります。

その中でナンバー６に防災対策についてという項目があると思います。私もこれを

聞いたことがありませんので、今度、自主防災の訓練があるときに一回お頼み申し

たいと思います。それで、先ほどパンレットとか配りたいとか言われていましたけ

ど、これにビデオとか実話の講演とかを入れられるようにできないでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 今、御質問のありましたように、出前講座には防災につい

ての講座もございます。総務課が担当することになっておりまして、まだどのよう

な説明をするかは、私も確認はいたしておりませんけれども、より実効性の高い啓

発につながるような講座にしていく必要があるということで、担当と協議をしてい

きたいというふうに思います。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） 昨日だったですかね、防災の会議があったのはですね。

よければ、先ほども言いましたように、やっぱりどうしても地震ですから、すぐ来



－ 7 0 －

たときにそういう具体的な行動が取れないというのがあるので、もしよければその

実話とか自主防災組織をもっとより良く活動しやすい方向性に作っていただきた

いと思います。よろしいでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 以前、うから館で防災講演会というものを開いたことがご

ざいます。そのときが阪神淡路大震災のときに被災された方の講話でございました。

やはり災害がそれぞれ違います。地震に対する備え、それから台風に対する備え、

それからあとは土砂災害に対する備え、それぞれ違いますので、幾つかのシリーズ

というふうになるかと思いますけど、一遍にするとなかなか時間的にも難しいかな

というふうには思うところで、それぞれの時に応じた、また要望に応じてそのよう

な出前講座を開けるようにしたいと思います。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） よろしくお願いしたいと思います。

次に、町の消防団の活動についてですけれども、１４日の前震、１６日の本震と、

消防団の活動があったと思います。よければ、具体的に教えていただきたいと思い

ますけれども。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 前の議員の御質問ともかぶるかとも思いますけれども、安

否確認に動いていただいている方、それから被害の確認に動いている方、団長の指

揮によって動いていただいておったところです。先ほど福祉課長のほうからもあり

ましたように、名簿で連絡がつかない者については消防団のほうで確認をしてくれ

というふうな要請があって、それを確認をされたところもございますし、今回、消

防団員、それから自主防災の方たち、民生委員さんには大変今回の地震では本当に

お世話になったというふうに思うところです。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） 私も１４日の前震のときは、さっきも言いましたように、

ちょっとうちの集落を回ったんですけれども、１６日がもう深夜でしたので回りま

せんで、うちの消防団の詰所に、ちょっと区長が入院していましたので、私が代理

で詰所に行きました。そのときにちょうど言われたのが、独居老人の確認というこ

とでメンバー表が来ていたので、それをどうしようかというところで、ちょうど私

が行ったんですけど、うちの部落は３人ということでした。それで、独居老人とい

われると、一人暮らしの方の高齢者を指すんですけれども、先ほど多分福祉課の課

長が言われた登録していないから、多分うちも一人暮らしでいらっしゃるところが

あるんですけれども、その名簿には載っていなかったんですよね。そういうところ
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はもうやっぱり行政としては回れないということになりますかね。そのへんはどう

でしょう。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 先ほどおしゃいました災害時の要支援者の方は、そういっ

た登録を社会福祉協議会が事務局をしておりますので把握しております。そのほか

の方につきましては、主に民生委員さんが地域の実状を把握するということでやっ

ておりますので、把握しておりますので分かられますので、その民生委員さんの方々

が確認をされたというふうに聞いております。お一人暮らしの方とかは社会福祉協

議会が確認し、民生委員の方が自主的に確認されたということで後で報告を総務課

にもしたところです。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） 分かりました。

うちもやっぱりそういう一人暮らしの方が結構多いもので、私もちょっとそのと

き見たもので、名簿を見せてもらったら入っていなかったので、なぜかなと思って

ちょっと確認したところでした。やはりその１６日の本震で深夜でしたので、消防

団員とか部長以下、悩んでいたのが、回ってきたのが３時、４時ぐらいだったと思

います、確か、名簿がですね。真っ暗なときに、その訪問をするかどうか大概悩ん

でいたので、消防団の部長がもう上のほうからというか、団長のほうから回ってき

たので、確認だからしようということでしたと思います。そういうときに、やっぱ

りどういうふうにするかという指示も多分上のほうから出してもらったほうがい

いとは思いますけど、そのへんはいかがでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 前のことにさかのぼるわけにはいきませんので、今回の経

験、今回行ったことについての検証等からその細かい指示等が必要ということにな

りますならば、消防団のほう、そのような形になっていくものというふうに思いま

す。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） 本当にちょっと悩んでいたので、そのへんははっきりと

した指示を、電気がついていれば声掛けをしていいと思うんですけど、暗かったら

声掛けしようかどうしようかと大分悩んでいましたので、そのへんは把握されて、

指示を出していただきたいと思います。

それともう一つ気になっているのが、区長さんと各部の部長さんですね、消防団

のですね。それの連絡網というのはできているんでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。
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○総務課長（大木義隆君） 毎年、区長会のときに区長様には消防団の系統図、団長、

副団長、分団長、副分団長、部長ということで、名簿をお配りしておりますので、

その情報自体はお持ちになっていることになります。ただ、その後、どのようにそ

れを活用されるかということまでは、お話はしていますけれども、その関係の強さ

ということまではちょっと今こちらのほうでは分からないところがございます。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） 分かりました。先ほども言われたように、区長と消防団

の部長ですから、そのへんはつながりをもっていてほしいと思います。そのへんも

一応指示をしていただきたいと思います。

次に、町道の拡張計画について、進捗状況についてお尋ねします。前もちょっと

お尋ねしたんですけれども、さっき町長が言われたように、計画から実地がもう５

年とか７年かかるので、あまり進んでいないかとは思いますけれども、現在、町道

と緊急車両が通れるパーセントですね、そのへんがまた分かればよろしくお願いい

たしたいと思います。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 町道の総延長につきましては、約２１０キロございます。

その中で約８４路線の４４キロ中、２メートル５０未満の道路の延長が約１２キロ、

全体の６％程度でございます。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） 現在、要望が上がっている件数は何件ぐらいございます

でしょうか。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 現在、町のほうに道路拡張として要望が上がっております

のが１１路線ございまして、そのうち設計等に今年予定をしておりますのが２路線、

残り９路線につきましては、現在、実施計画上で随時計画をしていく予定でござい

ます。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） その距離数とか分かりますでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） すみません。合計をちょっとしておりませんけれども、ち

ょっと足して、後からよかですね。はい。では、後で。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） それと、うちの委員会のほうで、普通の道路を町道格上

げにいますよね。そういう計画とかは今ありませんでしょうか。
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○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 委員会のほうにお願いしていて、先だって久重の荒井八角

目線につながっております路線を１路線認定をしていただきましたけど、今後、路

線に認定につきましては１カ所、今要望が上がっております。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） はい。分かりました。

それから、ちょっと道路拡張ということで、建設課長とあれですけど、先ほど熊

本地震のところでちょっと言えばよかったんですけれども、災害状況は９カ所ぐら

いだったんですけど、区長さんとか町民のほうから危険箇所、だからよく要望に上

がっているところ、だけん本当に災害ではなくて、これから災害が起きるなという

箇所の点検とか、そういうところはありませんでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 今回の災害におきまして、区長様から申請がありました部

分については、一応全箇所、職員で現場を周りました。実際、今回の地震による被

害というのは先ほど報告した数字のとおりでございますけど、以前も報告したこと

がございますけれど、町では町道等の路面の状況、それから道路構造物、それから

道路付属物について委託を行いまして、調査を行っております。その中に調査結果

といたしまして、橋梁、トンネル、それに道路構造物等、やはり危険箇所というの

がございます。数的にはかなりありますので、その部分につきましては毎月実施し

ております道路パトロールの中で、その校区を回ったときに点検をするようにいた

しております。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） そのパトロール中に、今回、私も益城とかは行っていま

せんけれども、嘉島ぐらいまでは行きましたけど、ブロック塀とか石垣、熊本市内

も・・・ですね、セメントでしてない普通の生石ですね、ああいうのが結構壊れて

いましたけど、パトロール中でそういうところ、ブロック塀が傾いたり、石垣が傾

いたり、そういうところはありませんでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 今回の公共災害の１件といいますのが、町道の法面の昔の

石積みですね、それが崩壊しておりました。それから、報告によりますと、災害が

発生した後、ブロック塀が倒れていたという話はございましたので、現地確認を行

いましたけど、その分については特に問題はないということでございました。あと、

転石があって、水路に落ちているという箇所が何カ所かございました。それと、あ

とは道路の路肩の亀裂等があったということで、現地を確認を行いましたけど、維
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持工事あたりで対応できる程度でございました。以上でございます。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） どうしてブロック塀が倒れるかというと、皆さん御存じ

でしょうけど、昔のブロック塀で鉄筋が入ってないですね。あれがほとんど倒れて

います。もしよろしければ、せっかく２.５以上造った緊急車両が入るところに、

せっかく入れるのに、ちょっとしたことで入れないということになればあれなので、

そのへんのパトロールをするなら、よろしくお願いしたいと思います。

それから、この間、南関分署ののほうにちょっと緊急車両等のことで質問に行っ

たときに、署員さんのほうから、せっかく道は広くなっているけど進入できない。

何でか、木等が道路に出ている。そのために緊急車両が入れないというところがあ

るそうです。多分、南関分署の方が把握されているので、もしよければ建設課でそ

のへんで話合いをして、もしよければ庭木だったら、そこの住宅というか、個人の

あれに頼んで木々を切らせてもらって、緊急車両が入れるというふうなことをして

いただきたいと思います。よろしいでしょうか、お願いしたいと思いますけど。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 町道沿いの支障木といいますか、これにつきましてはかな

りうちのほうでも地権者の方にお願いをして、切っていただければ、すぐ切ってい

ただきたいんですけれど、なかなかすぐに切れないような状態でございますので、

通常、道路として必要な部分つきましては、地権者の方の承諾を得て、地権者の方

がどうしても切ることができない場合は、町のほうで対応をしている部分がござい

ます。ただ、消防車等になりますと、かなり高さがございますので、今度また消防

暑あたりと協議をしたいというふうに考えております。

それから、先ほど、今後整備の予定のキロ数ということでございましたけれど、

ちょっと今計算しましたところ、約５キロぐらいでございます。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） せっかく本当、消防の緊急車両が入れる幅員があるのに

入れないと、ちょっと住民の方も困られると思うので、そのへんはよく対応してい

ただきたいと思います。

それから、次にいきたいと思います。防火水槽のことですけれども、必要戸数と

いうことですけれども、前回、ちょっと私が質問したときには、消防水は防火水槽

のみというふうなお考えでしたけど、そのへんはいかがお考えでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 先ほど町長答弁でもございましたけれども、根拠としてお

りますのが、消防防災震災対策現況調査という報告物でございます。その中で防火
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水槽が２０立米から４０立米の水槽ということでございます。そのほかに消防水利

としては、消火栓、それからプール、河川とか池、沼等がございます。その防火水

槽そのもので２２８あるということでございます。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） この間、今年の初めに西豊永で火災があったのは御存じ

と思いますけれども、あの西豊永の防火水槽は結構あそこの上に十何基あると思い

ます。ところが、南関分署のポンプ車というか、積載車が横付けできるのは３基し

かありません。この間の火災も公民館のところから取って、無くなったので周りか

ら給水すればよかったんですけれども、夜だったためにもう無くなって、消防団の

方がやっぱりどうしても池とか川まで、ホースが長く要るんですよね。そういうた

めになかなか防火水槽のみではなかなか水利が取れないということで、先ほど質問

したんですけれども、そういう今言われたように、池、それと河川、仮にその防火

水利として認定じゃないですけど、ちょっとした取れるなら、補助金なんか出して

いただけるように、何とかそういう町でできないものでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 消防水利で、農業用のため池とかを使うならば、そのよう

な補助もいただきたいというふうなことかと思いますけれども、やはり本来の目的

が農業用ため池、それからいざというときに使うのが防火水槽ということで、そこ

はもう助け合いということで、実際言いますなら水を利用させていただく、緊急避

難的に利用させていただくということで、今のところ補助としてはこれまでも取り

扱ったことがございませんし、それはなかなか難しいところじゃないかというふう

に思っております。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） はい。仕方ないですね。

それでは、先ほどちょっと私も南関分署に行ったときに、防火水槽の設置方法で

すけれども、今設置方法は区長さんからの依頼だけでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） 区長さんからの要望書が提出されて、用地の確保までいた

だいてから、現場を見て判断していくということになっております。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） 南関分署の方と話されたら、ずっと積載車、救急車で回

っておられますよね。そのとき消防の水利、要するにここに機械を止めて、次こう

こうというふうに判断されるそうなんですけれども、やっぱり防火水槽が離れると、

どうしてもそれができないので、南関分署としてはこのへんにもしよければ欲しい
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なという要望があるみたいです。もしよければ、区長さんもそうなんですけど、南

関分署、南関町の消防団、その三者とか、地権者を入れて、その防火水槽設置の方

法を、ここに欲しいという考えを聞いていただけると助かるんですよ。そのへんは

どうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（大木義隆君） これまでの防火水槽の造り方というしますのは、先ほど申

しましたように、地域において用地を確保する、地域としてこのへんに欲しいとい

うことで、地権者の方が土地をお貸しいただけるというところが１つ大きな問題で

ございます。必ずしも大きな消防車が横付けするということではなくて、やはり町

の消防団は可搬ポンプでございまして、ある程度のところまで行けば、２人いれば

近くまで運んでいって、給水管を付けて、その消防のポンプ車に補給水として送る

ことができるというふうなことも考えられます。ただ、今、消防分署のほうがその

ような希望等をもっておられるということでしたら、そのようなことは話合いはで

きるかと思います。治水ができるかどうかは別として話し合うことはできると思い

ます。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） 分署の方も南関町を何分割かして、細図を作っておられ

ます。そこに防火水槽とか消防水、だから言いわれるそのプールとか河川とか池と

か把握はしていらっしゃいます。どうしても横付けするところがやっぱり欲しいと

いうことで、そういうふうな要望を上げられましたので、ぜひそのへんは防災の会

議のほうででも、よろしければ話して、なるだけ使いやすい、使い勝手のいいよう

に、それからみんなが分かりやすいところに作っていただきたいと思います。お願

いしておきます。

それでは、次にいきたいと思います。ふるさと納税についてです。ふるさと納税

が先ほど町長から答弁がありまして、大体５００万円から、今度先ほども言いまし

たように、１億円を目標としています。そのへんの高額にぽんと上がりますけど、

そのへんの取り組みというか、そのできるできないとか、そういうふうな目安とい

うのはどのように考えていらっしゃいますでしょうか。

○議長（酒見 喬君） まちづくり課長。

○まちづくり課長（坂田浩之君） 今、先ほど町長答弁にもありましたとおり、いまだ

ちょうど準備中でありまして、そのカタログ作りというのを今されております、ふ

るさと定期便のですね。その中にカタログというのが１４０種類ぐらい掲載してあ

りまして、南関町の物産、いろんな物産があります。こういったことを広めていけ

ば、将来的には目標金額にも近づいていくんではないかなというふうに、私たちも
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現在応援をしているというところです。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） この間もちょっと来られて、南関ふるさと応援団の方が

来られて、ちょっと質問したんですけれども、町長も南関米と言われますけど、南

関米じゃないんですよね。南関のお米なんですよね。ブランドじゃないですよね。

そのへんはちょっとどういうふうにお考え、ブランド化できるできない、そのへん

をちょっとどのようにお考えでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 経済課長。

○経済課長（西田裕幸君） そのブランド化といいますか、登録商標とかそういう意味

でのことかなと思っておりますけれども、できるできないはちょっと調べてみない

ことには分かりませんけれども、一般的にこの近辺では南関米ということで十分ブ

ランド化はされておるものと思っております。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） 正式にやっぱり南関米というブランドを取っていただけ

れば、多分、上に南関米とつけてですね。ところが、今は多分南関の米なんですよ

ね。そのへんはしっかりちょっと南関米のブランドを取っていただきたいと思いま

す。

それで、ちょっと話は全然変わるんですけど、ふるさと納税、先ほど言われまし

た返礼品のことばかりなんですけど、ちょっと私がふるさと納税を見学するふるさ

と納税と参加するふるさと納税というところをちょっと提案させていただきたい

ところがあります。それは、ことの始まりは今年の消防団の出初め式で、佐藤町長

が放水合戦のときに新聞記者の方とインタビュー中に、今年の見学者はどれだけで

しょうかと聞かれたときに、２,０００名から３,０００名とは言われたんですけど、

皆さんも分かっているとおり、私ももう２０年前ぐらいに消防団に入っていました

けど、見学スペースは全然変わっていませんよね、あの広さですよね。あれを少し

でもちょっと増やせないかなということで考えました。それと、放水合戦のときに

撮られる一般のカメラマン、多いことに気づきませんか。多いですよね。それと、

私も広報委員でカメラを預かっていますけど、私たちのカメラよりか向こうのカメ

ラが本当、一眼で望遠レンズも高そうなやつでした。それで、南関町の消防団の出

初め式をもうちょっと広げて、見学者にも見せられるというのはないのかなと思っ

て考えたら、中心市街地の活性化ということで水辺公園という計画がここにもあり

ますけど、そういうのがありました。計画だけで実行はされなかったみたいですけ

れども、それで、この実行されなかった後が尻切れトンボで、ちょっとどうして潰

れたのか分かりませんけど、この課長さんの中でちょっと分かられる方がいらっし
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ゃったら、この中心市街地の活性化の始まりと終わりをちょっと説明していただけ

る方がいらっしゃればよろしくお願いしたいと思います。

○議長（酒見 喬君） 税務住民課長。

○税務住民課長（菅原 力君） ただいま立山議員のほうから、親水公園、水辺公園と

いうことで、もう十四、五年前になると思います。私も一応その当時、担当をして

おりました。以前、中心市街地活性化事業の一環として、熊本県のアートポリス事

業を活用した町の構想の中の１つの事業として親水公園という計画がされた経緯が

ございます。私が担当する前ではございましたけれども、住民との意見交換会等を

通して計画が進められていたと記憶しているところです。その中で南関橋からＪＡ

の車両センターまでの区間の関川を整備して、町民の憩いの場として水辺公園を造

るという計画もありましたけれども、仮にあのへんの関川の下流域のまだ河川整備

等が終わっていないということと、その当時、河川関係の予算ももうだんだん取れ

なくなってきたというような理由もございまして、河川の担当部局であります県の

振興局あたりとの調整がつかず、実行に移せなかったというふうに記憶していると

ころでございます。その後、一応その水辺公園あたりも含めてですけれども、計画

の内容を変更いたしまして、新しく始まりましたまちづくり交付金事業として、大

津山団地の建て替え、それから御茶屋跡周辺の整備、それから今、街中にもござい

ますけれども、サイン計画というようなところで計画を練り直しまして、中心市街

地の活性化事業ということで行ったという経緯でございます。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） はい。分かりました。

この計画ですね、ずっと読んでいたら、ちょっといい計画だなと思ったんですけ

れども、何でかというと、見学スペースが緩い階段状で、芝生のスペースになって

いて、そこで消防団の出初め式にももってこいの見学スペースかなと思いました。

当時の町長さんが、議長の挨拶の中にも、関川の整備につきましては、消防の出初

め式の場所としても考えられますという内容のことをおっしゃっています。私は、

この計画をまたしようとか、実行しようとかというところでは思っていません。こ

れを見たのは、先ほども言いましたように、ふるさと納税で見せるふるさと納税を

使って、ここに南関町に来ていただきたいというところで、南関町の消防団を見つ

けたわけです。これを本当はそのスペースを造ってほしいので、これから南関高校

の跡地や、コンパクトシティの構想や、いろいろな計画が、ひょっとしたら関川の

河川の改修があるかも知れませんけど、そういうふうな計画の中で、このようなス

ペースができて、このような写真家もいっぱい来られるような計画ができればいい

なと思っています。そのへんは町長、どういうふうにお考えでしょうか
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○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 関川の河川改修と関連しますが、先ほど答弁がありましたとお

り、下流域の河川の改修ができないと、上のほうはなかなか上下が難しいかと思い

ますけれども、今議員がおっしゃいました南関高校の跡地の活用でコンパクトシテ

ィ構想という考え方の中では、現在、出初め式が行われている、放水合戦が行われ

ている現地そのものでありますので、そういったものをどう活用するかというのは、

今度のコンパクトシティ構想の中でも生かせるものではないかなと思っておりま

す。そういったことで、ふるさと納税の返礼品ということで、その関連性でおっし

ゃられたんだと思いますので、そういった出初め式を見に来ていただく、そういっ

たところの旅行に生かしていただくような、ホテルセキアもありますので、ホテル

セキアに宿泊していただいて、その分を返礼とするというような形も有効かと思い

ますので、そういった形で、今回はホテルの利用あたりも入っております。それと

か、お墓の掃除であるとか、お花の供え物とか、そういったものもいろいろありま

すので、ただ返礼品だけが一部限られたものじゃありませんので、幅広いそういっ

たものも生かしながら、観光の利用ということでホテル宿泊、そして出初め式を見

に来ていただく、そういったものも含めて、出初め式に限らず、関所まつりでも陶

器梅まつりでも結構ですけれども、そういったものをいろんな町の祭りあたりも含

めて、そういった形で来町いただけるような、そういった返礼品、ふるさと納税に

つなげることができればとは思います。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） いろいろなやっぱりふるさと納税の考え方をしていきた

いと思います。

次に、先ほど言いました参加するふるさと納税ですけれども、同じように消防団

の出初め式の放水合戦に参加型でふるさと納税を使えないかなということを考え

ました。これは町や消防団の行事で一般の方を参加させるのは、なかなかそう簡単

にはいかないと思います。また、冬の中、川で水を浴びるなんて、お金を出してく

るという考え方も、来られない方が多いと思いますけれども、ハードルが高くて実

行は難しいと思いますけれども、今はネット社会でありますし、これがもし実現す

れば、ネットの一番頭に放水合戦大募集とか、南関町を知っていただける一番いい

場面かなとは思っています。今、ネット社会といいましたので、この近辺に行って

も、多分ゼロかも知れませんけれども、日本全国１億２,０００万人ぐらいいます。

それから、世界だったら約７２億人います。そういう方が見て、ひょっとしたら１

人でも２人でも参加していただければ、えらい宣伝効果があると思うんです。それ

で、今、日本のテレビ番組で世界のそれは祭りなんですけど、行く番組があります
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よね。ああいうのに１つでも何か南関町の出初め式の放水合戦が取り上げられたら、

やっぱりすごいことになると思うんですよね。そういうことでちょっと放水合戦の

参加型のふるさと納税ということで考えました。そういうことを、ちょっと本当は

ハードルが高く、参加型のふるさと納税はちょっと難しいかと思いますけど、その

へんは町長、どのようなお考えでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 出初め式の参加型のふるさと納税の返礼品の代わりということ

に関しては、議員おっしゃられるとおり、非常にハードルが高いかと思います。確

かに、私も出初め式、放水合戦に参加しようかと思いましたけど、やっぱり危機管

理の問題、自分がそこで倒れたりしたらという、そういったことありましたけれど

も、やはり消防団以外の方がそれに参加して、ケガとかされたときのいろんな後の

問題とかもありますので、そういったものがクリアできるとするならば、不可能じ

ゃないと思いますけれども、ただまあそれは消防団の問題ありますし、いろんなこ

とも総合的に、いろんなところへ相談しながら、話をしてみては面白いと思います。

○議長（酒見 喬君） １番議員。

○１番議員（立山比呂志君） やはり話題性もあって、南関町をほかの方に知らしめる、

南関をもっと知っていただきたい。それから、ふるさと納税も先ほど言われるよう

に、ほかの返礼品をするように、もっと活用していただきたい。南関町をもっと知

っていただき、本当に来ていただき、あとは南関町に住んでいただきたいですね。

先ほどプロジェクトもいっぱいありますし、良いところです。それを知らしめるの

はこういうネットで面白いというか、話題性のあるのをしていきたいと思った気持

ちで、この見るふるさと納税と参加するふるさと納税をちょっと提案させていただ

きました。ちょっと話が外れるかも知れませんけれども、根本的な考えはもう南関

町に本当見学でもいいし、その後にやっぱり良いと思ったら住んでいただきたい、

そういうことでこの提案をさせていただきました。

これで、私の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。

○議長（酒見 喬君） 以上で、１番議員の一般質問はすべて終了しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 以上で本日の日程は全部終了しました。

明日１５日は、午前１０時に本会議場に御参集ください。

本日はこれにて散会します。起立、礼、御苦労さまでした。

－－－－－－－○－－－－－－－

散会 午後４時１０分


